


　「教育開発センタージャーナル」創刊号が発行されますことを、皆様と共に慶びたいと

思います。

　現在日本は少子高齢化、グローバル化の中にあり、大学への進学率が 50％を超える情

勢です。第二次世界大戦の後、日本の教育制度が改革され、大学も新しく生まれ変わりま

した。しかし大学の制度は変わったものの教育制度改革の精神が理解されないまま今日に

至っていると言っても過言ではありません。

　大学のユニバーサル化に伴い大学の質も変わってきております。このような状況下で、

学士課程教育の強化を図り、世界に通用するものとするために教育改革を継続する必要が

あります。

　神戸学院大学には長年培ってきた教育実績がありますが、今後さらに、その教育力のレ

ベルアップを図り、変化しつつある大学に相応しい教育活動を展開していくことが求めら

れています。入学から卒業まで、あらゆる段階での教育方法を研究し実施していかなけれ

ばなりません。

　幸い各学部、共通教育機構、学際教育機構等において、初年次教育から段階を追っての

教育方法の開発に真剣に取り組んでおります。研究開発された新しい教育方法に関する論

文やそれらの実施例を掲載し、学内はもとより全国に発信して下さい。将来、このジャー

ナルが日本の教育界に於ける中心的教育ジャーナルに発展していくことを祈念してお祝い

の言葉といたします。

「教育開発センタージャーナル」創刊号発行に寄せて

神戸学院大学学長　　岡　田　芳　男　
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はじめに

中山　　文　

　����年に行われた人文学部の学科編成に伴い、筆者は歴史文化コースの配属になった。

本コースは他大学の歴史学科のように歴史の専門家が集まるところではない。「歴史は過

去の暗記ではない」をモットーに、歴史を時間の縦軸と空間の横軸でとらえた授業を行う。

スタッフは歴史学の専門家 �名と比較文化の視点から歴史を考えようという外国文学・文

化の専門家 �名で構成されている。日本 ･中国 ･ヨーロッパの歴史をフィールドとし、過

去の営みから生活 ･習慣・考え方・経済などを総合的に学修し、現代社会を深く分析し、

確かな方向性を持って未来を拓く力を育むことを目標としている。

　本コース開設時、この目標達成のために実習科目を設定することになった。そこでは座

学を専門とする専任スタッフには教えることのできない実践のプロを招くことにした。文

化を体感する喜びを学生に教えてもらいたいと考えたのである。例えば茶道、料理、歌、

絵画など、自分が過去の伝統とつながることを知り、そのことで今後の人生をより広く深

く楽しむことができる。そんなきっかけとなる授業をしてほしかった。

　だが、それらは市中の「カルチャーセンター」や「○○教室」の授業ではない。大学教

育足りうる文化的教養に裏付けされている必要がある。どこにそのような授業を担当でき

る先生がいるのだろう �　我々は非常勤講師探しに奔走した。

　筆者が担当したのは比較文化方法論実習Ⅰという �回生後期用の授業である。日中比較

をテーマに考えて、「茶」と「書」が思い浮かんだ。結局中国文学の大家で本学の同僚でもあっ

た一海知義先生に相談し、適任の方をご紹介いただいた。諸泉先生は煎茶「日本礼道小笠

原流煎茶」の副家元で、中国文学の修士号を取得されている。青山先生は「明治維新にお

ける公文書書体の転換とそのメカニズム－視覚メディアとしての公文書書体－」で博士号

を取得されている。授業自体が初めての試みなので、こちらの趣旨をお話しし、授業運営

はすべてお �人にお任せした。

　以下はそのお �人の �年間の奮闘の記録である。

　�神戸学院大学人文学部教授　��神戸学院大学人文学部非常勤講師
���華道専正池坊、日本礼道小笠原流煎茶副家元

「比較文化方法論実習Ⅰ・

『茶と書における日中文化比較』実践報告」

中山　　文 �，青山由起子 ��，諸泉　聡子 ��		���

（����年 �月 
日受理）　
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「比較文化方法論実習Ⅰ・『茶と書における日中文化比較』実践報告」

Ⅰ �実習の形態
青山由起子・諸泉聡子　

　本実習「比較文化方法論実習Ⅰ」は「茶と書」という副タイトルを持つ。「茶」の実習

担当者（諸泉）と「書」の担当者（青山）の �人が協力して実習を進める。担当者ごとに

約 ��名の学生が所属するので、①と②の �グループが存在し、合計約 ��名である。ここ

に毎年留学生の体験参加が ��名ほど加わる。

　本実習 �年目の現在、授業回数は半期全 ��回であるが、初めの �回と終わりの �回に、

①と②のグループが合同で実習を行った。残りの ��回は①と②は別々になり、「茶」と「書」

の実習を各 �回ずつ行った。グループ①は「書」（青山）→「茶」（諸泉）と進み、グルー

プ②は「茶」（諸泉）→「書」（青山）と進む。

　全 ��回の実習内容は以下の通りである。「茶」と「書」の各実習は各担当ごとに後述す

るので、ここでは合同実習のみ内容を記す。

　第 �回目 �授業形態や準備物などのガイダンスを行い、各担当が全員に教育資料のた

めのアンケートをとる。

　第 �回目 �「茶」と「書」の実習を受けるにあたっての基礎知識を、担当ごとに概説する。

（パワーポイント使用、各 ��分）

　第 ���回目 �グループ別に「茶」と「書」の実習

　第 ��回目・第 ��回目 �まとめの茶会を楽しむ。茶席の準備や後始末を含め、�グルー

プが茶会の主・客を交替しながら「茶と書」の茶会を企画・体験する。

Ⅱ �「茶」の実習から
諸泉　聡子　

��「茶」実習授業の目的

　日本には、茶の湯文化、煎茶文化がある。茶道といえば、茶の湯というのが一般常識で

ある。実際にオリエンテーションで実施したアンケートで、煎茶文化を知っていた学生は

わずか数名であった。

　煎茶とは、茶葉を淹茶方式で喫する茶で、文人茶とも呼ばれる。江戸後期に始まった。

当時、日本の知識階級の人々は、中国の主として明時代の文人たちの文化に憧れた。特に、

喫茶文化は日本でも、比較的実践可能な分野であったため、人々はこの新しい喫茶方法に

惹かれた。中国の茶葉を手に入れ、中国の茶道具で喫するのは最高の贅沢であった。そう

して仲間で中国の書画や音楽を愛でながら、楽しい時間を過ごすのは、当時でいえば文化

の最先端を味わうことであった。『雨月物語』で有名な国学者上田秋成も、「あしかひのこ

と葉」に中国の茶と出会った感動を随筆に残しているし、煎茶書『清風瑣言』を上梓する

までに煎茶に傾倒した。

　煎茶は茶の湯に比すれば、現在でも中国風のしつらえを残している。文人茶というくら

いだから、中国文人の象徴である文房四宝を飾ることもある。現在でも、茶道具で最高に
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品格があるとされるのは、古く中国から渡ってきた

ものである。このように、煎茶は、中国茶文化の影

響が顕著でありながら、日本独特の茶文化へ発達し

ている。

　「茶」の授業では、煎茶の実習を通して、日中両

国の茶文化に対する理解を深めるとともに、日本独

特の茶文化の良さを理解・体得することを目的に進

めた。

　以下はシラバスに挙げた実習 �回分のテーマと内

容である。④は主に和菓子の季節感や見立てについ

て、⑤は日本の生け花の歴史文化に触れるなど、内

容に少々の変更を加えた。

① �喫茶のながれ �

　簡単な中国における茶文化の変遷をたどり、日本にどの様な影響を与えたか考察する。

実際に茶葉を観察し、茶を淹れ味や香りの違いを楽しみ日・中の喫茶文化について考える。

② �文人趣味の喫茶　中国 �

　中国の明時代には書画骨董を愛で、茶を喫し花を愛する人々がいた。文人と呼ばれるそ

の人物達によって喫茶趣味は多彩な意味を帯び、独自の文化が育くまれた。その世界の住

人になったつもりで香り高い中国茶を優雅に淹れ、喫する。

③ �文人趣味の喫茶　日本 �

　日本、江戸後期。中国の文人趣味に憧れる人々は、中国明代の喫茶法「煎茶」に魅了さ

れた。日本において「煎茶」がどの様に実践されたのかを探り自分で体験する。実際に煎

茶を美味しく優雅に淹れ、喫して日本における煎茶の変容を探る。

④ �銘と謎語画題について �

　茶会では菓子は菓銘、茶は茶銘と本来の商品以外の名称がつかわれる。これは日本独特

のもの。そして床にいけられた花にはそれぞれの趣向で意味づけがなされる。松と薔薇な

らば「不老長春」など。これは中国から伝わったもの。これらが渾然一体となったのが、

日本の茶席である。菓子の選び方、銘のつけ方、いただき方を学び、床の花についての知

識を養う。中国茶を優雅に淹れ喫し、茶会に向けて練習を行う。

⑤ �花のある風景 �

　茶の世界では茶席には花が欠かせない。掛幅（軸）と花で茶席のテーマを表すことが多い。

煎茶席の花は、江戸時代中国より伝来した『瓶史』という書籍の影響を受けている。花は

その背景にある山の風景を感じたり心を遊ばせる装置といえる。自分で花をいけて、茶を

喫する。茶会に向けて練習も行う。

��授業の形態

①　予備知識の習得

　実習を始める前に、茶文化についての簡単な説明を ��分 ��分程度、レジュメを配布

学生茶会のしつらえ
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した上で、スライドを交えて説明した。

知識を得てから実習を行えば、より実習

の意味について考察が深まると考えたか

らである。茶文化については、日中両国

の茶文化の歴史を簡単に説明した。茶の

説明のみならず、茶文化にまつわる、い

け花（茶花）・和菓子といったいわゆる

「和」の文化の理解も深めてもらいたい

と考え、全般的に説明をした。

②　体験学習－実習

　すべての学生が、煎茶を体験できるよう、�人一組で茶を淹れられるようにした。日本

礼道小笠原流煎茶の方式に則り、亭主（茶を淹れる人）、客（茶をいただく人）を交代で

体験し、学習する。

　形式は立礼。教室備え付けの机と椅子を利用。茶は最初の �回が台湾の中国茶。�回は

宇治田原産の日本茶（玉露）、菓子は、毎回和菓子店に依頼して持参した。

　茶道具は、��名の場合、��組の煎茶道具を用意した。内容は、以下の通り。

急須 ��個、茶碗 �個× ��組、茶托 �個× ��組、瓶掛 ��個、瓶敷 ��枚、湯沸 ��個、点盆（角盆）

��枚、茶布敷 ��枚、茶合 ��、茶入 ��個、湯冷 ��個、建水 ��個、茶巾 ��枚、盆金 ��枚、

巾筒 ��個、菓子器 ��個、菓子箸 ��膳、菓子 ��個、黒文字（菓子切り）��本､布巾 ��枚。

③　授業の進行

　第 �回目、�回目を例に授業の進行を紹介する。

　第 �回目、授業約 �時間前から、道具の設置準備。授業開始後、中国における茶の歴史を、

レジュメを配布した上で、スライドを交え、説明する。その後、湯を湯沸に注ぐなど、準

備を学生の手で完成させてから、実際に茶を淹れる練習を開始。�人一組になってもらう。

主 �客は対面するように椅子を置く。まずは、亭主役の学生の挨拶から始める。主客とも

に挨拶を交わすことから始める。姿勢・お辞儀の仕方や、「本日はお招きいただきまして

有り難うございます」等、挨拶の言葉を必ず言ってもらう。挨拶の際の姿勢、お辞儀の仕

方、アイコンタクト、挨拶の内容、お辞儀をするタイミングを説明し、全員で挨拶を終え

て、着席。挨拶も点前も、全員同時進行で、同じ動作をしてもらう。

　最初の第 �回は、模範点前を生徒の前で行う。動作の順序や説明を口頭でしながら、模

範点前の動作を追う学生の動きを確認する。

　煎茶にも点前があり、定められた一連の動作で茶を淹れる。茶碗をあたため、茶葉を急

須に入れ、お湯を注ぐという単純作業も、合理的に定められた点前にしたがってすすめて

いけば、優雅な仕草となる。また単に見た目に美しいだけではなく、茶を美味しく淹れる

ための、法則が盛り込まれている。

　第 �回目は、中国茶を使用しての点前である。中国茶は熱湯で淹れて、香りをだす。蘭

の花のように華やかな香りのする台湾産の茶を使用した。

　ぎこちなく、動作を追う学生を確認しながら、間違えやすい箇所については、個別に指

茶道具一組
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導を行う。

　茶にはお菓子 �和菓子がつきものだ

が、それを懐紙に取るだけでも、作法が

ある。お菓子の取り方においては箸の扱

い方を中心に、指導を行った。

　煎茶は、一煎目と二煎目との間にお菓

子をいただく。

　点前が終了すれば、終わりのご挨拶を

して、後片付けにはいる。後片付けは、

箱の紐の結び方、道具のしまい方、等を

指導しながら、おこなった。

　日本独特の「道具を桐箱に収める」という発想。収め方にもルールが存在する。紙に包

み、布に包んで、収めるとき、器の方向にも気をつけなければならない。特に、箱の紐の

結び方は、興味を持って多くの学生が習得してくれた。

　第 �回目ということもあり、学生は緊張した面持ちで、一生懸命にお茶を淹れる。実際

に初回の感想には、「緊張した」という感想が目立ち、「お茶を淹れるのに、こんなにドキ

ドキするとは思いませんでした」等、初めて触れる茶の作法に新鮮な気持ちを感じたこと

が分かる。余裕のある学生は、味にも言及し、「茶の香りがいい」「何番目に淹れたかによっ

ても味の違いがありました」「きちんとした点前ですると気持ちも良いです」等、興味を持っ

て、取り組んでくれたようである。

　第 �回目からは、日本茶の代表、玉露を使用しての点前である。点前の前に、日本にお

ける茶文化の簡略史をレジュメを配布し、スライドを交えて説明する。いつ、中国文人趣

味の影響を受けた煎茶文化が日本へ入ってきたのか、誰に好まれたのか、日本茶が開発さ

れたか等の説明をする。

　玉露は湯冷ましにいれることにより、お湯の温度を低めにして、ゆっくりと旨みをだす。

日本のお茶らしい美しい翠色、味、器との調和が見られる。中国茶との違いを感じて欲し

いと思った。

　�回目と同様、玉露点前は初めてなので、前で模範点前をする。道具は、湯沸をかける

瓶掛けを、ポットウオーマーに変える。

湯を適温に冷ます「湯冷まし」という道

具が新たに登場する。

　基本的な動きは、中国茶を淹れるとき

と何ら変わらないので、学生も余裕を

もって、点前をしているようであった。

点前の概要が徐々に理解されてくると、

より美しく点前ができるよう、こまかく

丁寧に挙措を指導する。学生の間を見回

りながら、個々に指導を行っていく。そ

指導風景（箱に収める）

展覧席（第一回学生茶会より）
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れだけではなく、お辞儀なども根本的に、姿勢から徹底的に指導をする。

　学生の感想には、点前についての言及が減り、お茶やお菓子そのものについての言及が

多く見られた。おそらく点前を大体把握したので、個々に味わうゆとりができたのであろ

う。こちらとしては、日本茶の良さを理解してもらいたかったが、多くの学生が中国茶の

方を好んだのには驚いた。玉露がとても美味しかった、というのは少数派であった。とは

いえ、その少数派の中には、玉露のおいしさを的確に表現している生徒もおり、とても嬉

しく感じた。

��指導の留意点

　指導において、①知識の習得②挙措の体得③道具の扱い　この �点を毎回意識した。

　知識の習得については、少しでも興味を持ってもらえるように、プリントだけではなく

ビジュアルから訴えたほうがよいのでは、とスライドを用意した。しかし、あれもこれも

と内容を欲張りすぎて、焦点がはっきりしない授業があった事は反省すべき点である。

　また、煎茶文化のみに拘泥せず、日本文化全般において中国文化の影響を受けているこ

とが多いので、いわゆる「和」文化と認知されている文化も中国文化が源流であることを、

理解することを目的として、内容を構成した。

　挙措の体得については、背筋を伸ばして姿勢を正すことを、しつこいくらいに何度も指

導を行った。姿勢がきれいであれば、点前が少々

間違ったとしても、目立たない。点前は、ラジオ

体操のように、その都度、動作を言葉で説明しな

がら行った。授業の回数を重ねるにつれて、言葉

を待たずに点前をすすめる学生も多く見られた。

　道具の扱いについては、�つ �つの道具を丁寧

に扱うこと、道具の説明や由来、なぜこの様に扱

うのかという理由も説明した。理由を説明すれば、

学生は理解し、丁寧に扱うことができるようになっ

た。道具を大切に扱うことと、道具（器）に対す

る興味を育むことを目的とした。

��教育効果

　この実習授業を通して、どのような教育効果が見られたかを、学生の感想を中心に、見

ていきたい。

　茶への興味・・・「私は、中国茶のほうが苦みが少なくて好き」「私は日本茶の方が渋み

のほかに、旨み・甘みのバランスが良いなあと思った。」「今日のお茶の �杯目がすごくお

いしくて、“おいしいお茶”を飲むためには時間が必要なんだと思いました。」「初めて玉

露を飲んでとても美味しいとおもいました。また自分で淹れたのでよけいに美味しいと思

いました。」

　和菓子への興味・・・「季節で和菓子の形などが変わっていて、日本人の季節を感じる

留学生も意欲的
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心は昔からすごかったんだと思います」

　道具の扱い、箱の紐の結び方・・・「お

茶もむずかしいけど、紐の結び方のほう

が難しかった」

　点前の意義・・・「一つ一つの動作に

意志を通すことによって、とても優雅で

綺麗な動作になることがわかった」

　器への興味・・・「割らないようにす

るために大変緊張しましたが、柄が綺麗

だなと思って見ていました」「こんなに

器に菓子が映えるとは。この取り合わせは、すごくかっこいい。こんな器、僕も欲しい。

初めて、器というものに興味が出た。自分でも買おうと思う」

　日本（茶）文化への理解・・・「何気なくのんでいるお茶や、お菓子にも歴史や物語が

あることが分かってよかった」「お茶はただのどをうるおすだけの飲料だけでしか考えて

なかったが、この実習で、人とコミュニケーションをとる方法であり、日本文化の再認識

でもあると感じた」

　茶を淹れて楽しむ意義・・・「いままで飲んだことがないような不思議なお茶でした。

華やかな香りがして、すごく落ち着いた気持ちがしました。お茶を飲んでそんな気持ちに

なったのは初めてだったので驚きました。」「美味しい茶を淹れて、喜んでもらったらとて

も嬉しかった」

　上記のように、学生たちは実習授業を通して多くのことを感じている。この新鮮な感想

によって、指導する側ではあるが、教えてもらうことも多くあったと実感し、教育効果が

十分に現れているように思う。

��茶と書である意義

①　教育効果発表の場―茶会

　「茶」と「書」からみる比較文化方法論実習の最

終の授業は、学生たちによる茶会である。授業最後

の �回を、①グループは亭主側、②グループは客側

というように分かれて、相手をもてなす。

　初年度は、中国の文房四宝等（書青山担当）及び

中国渡りものを中心とした煎茶具のしつらえを見て

もらう展覧席、揮ごう席、煎茶席を開催した。

　亭主側の男子学生はスーツ姿、女子も清々しい姿

で臨んだ。

　客側の生徒たちは展覧席を見学し、それぞれに廬

仝「茶歌」の一節を揮ごうし、その後、茶席に移り、

茶をいただくという形になった。亭主側の学生たち

紐の結び方

亭主側の男子学生
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は、客側の学生たちが着席してから、茶席に入り、茶を淹れる。客側に中山教授を始めと

する先生方やいつもと違う学生たちが入るため、亭主側は非常に緊張したようだが、いつ

もと違う良い雰囲気、良い経験になったとの感想が多く見られた。一番嬉しく思った感想

は、「相手をおもって、一生懸命お茶を淹れて、おいしい、と言ってもらえてとても嬉しかっ

た」という茶の本質のひとつを実感してもらえたことである。

②　「茶」と「書」である意義―茶会を通して実感したこと

　煎茶をするものとしては、初めて行うのに、これ以上の茶会は望めぬほど、充実した茶

会となった。なぜならば、煎茶は前にも述べたように、中国文人趣味の喫茶文化に憧れて

始まったものである。理想は、中国の書画を始めとし古物を愛でながら、興が乗れば漢詩

を詠んだり、揮ごうしたり、その揮ごうした作品を眺めてお茶を楽しみ、交友をあたため

る、という姿である。この場では客側の学生たちにより「茶歌」が揮ごうされ、その後に

茶席に移り、茶をいただくという、今日では、ほぼ理想とも言える形になった。

　その素晴らしい茶会を神戸学院大学で経験することができた担当者は幸せであり、学生

にとっても貴重な経験となっているのではないだろうか。それは「茶」と「書」という二

つの分野からのアプローチがあったからこそ、行うことができたのだと思う。

��「茶」の実習のまとめにかえて

　「家でも緑茶を飲む機会がふえました」「自分の経験として役立てていきたいと思ってい

ます」「現代日本できちんとした茶器と用具を使って、きちんとした作法で淹れる、とい

うのはある意味新鮮で趣深くておもしろいものだった。また、やってみたいなと思った」「こ

の授業を受けたことで、ゆったりとした時間を味わうこと、お茶を味わうこと、また一つ

一つの動作を意識し美しくすることを学べたと思います。」という学生の感想をみるだけ

でも、実習の効果は十分にあると感じている。

　日本の茶に対する興味から、茶に関わる文化、そして源流の中国文化へとその興味が広

がり、日本文化への再認識へとつながればと思っている。

　結局は、能動的な「気づき」「発見」から物事への興味は加速すると思う。

　この実習が、学生たちの日中茶文化に対する「気づき」「発見」の一助となれば、幸せ

に思う。

Ⅲ「書」の実習から

青山由起子　

��実習テーマを選択するにあたって

　先述のごとく、本実習は、��人ずつの �グループに分かれて進められる。「茶」と「書」

に分かれて受ける実習は、各々 �回ずつにすぎない。

　シラバスを策定する際に悩んだのは、たった �回だけの「書」の実習の中に、実習名の「比

較文化方法論」という視点をどのように組み込むのかということであった。文化を比較す
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るというだけなら、日本と中国の書の歴史や文化における異同を、実習によって体感させ

ればよいであろう。ではその「方法論」はと問われれば、今も確たる答えを見出し得ない。

　もとより、「書」の文化を比較するのに、何々方法という方法論があるわけではないし、

また、何々方法論を学ばせることが、本実習の主目的でもない。そのように理解し、とも

かくは「書」の領域において、日中の文化を比較することのできる視点のいくつかを示す

ことで、その責を負うことにしたのである。

　実習第 �回目の合同ガイダンスでは、「書」と「茶」それぞれにいくつかの項目でアンケー

トを行う。これを �年間繰り返したが、その結果は常に、シラバス作成時点においてすで

に予想していた通りであった。書道を習っているごく一部の学生を除いて、ほとんどは自

分の字を下手だと思っており、日中書道史についての基礎知識はなく、また、小学校や中

学校以来習字をする機会もなかったけれどなにか懐かしく、日本文化として学び直したい、

という状況であった。つまるところ、本実習に対する大半の学生の認識は、「比較文化方

法論」への期待というよりは「書の実習」というイメージであり、アンケートには「字が

上手くなりたい」という希望や「字が下手でもいいですか �」という愛おしい質問も毎回

見られた。

　実習にあたっては、そのような学生が臆することなく、かつ新鮮な気持ちで実習に取り

組めるように配慮しなければならない。その上で、「このような視点に立つとこのような

面白い文化の異同が見える」という素材を提示し、「なるほどと体感」させること、さら

に欲張るなら、字の上手下手にかかわらぬ「墨書の楽しさ」を知ってもらいたい、この �

点を教材選択の基本方針に据えた。したがって、選択した �つのテーマは、書道史や書道

練習上の手順などの規制から完全に放たれている。以下は、�年間シラバスに挙げた「書」

の �回分のテーマと内容説明文である。

① �筆の持ち方あれこれ �

　中国と日本では、筆の持ち方や練習法に違いがある。それらの古今のエピソードを学び

ながら、中国の筆の持ち方や練習法を体験し、日・中の相違がもたらす書への影響をさぐる。

② �漢字から「いろは」へ �

　文字を持たなかった日本の書の歴史は、中国の漢字を受容することに始まる。やがて日

本人は、そこから仮名文字を創り出していく。その形成の課程を、毛筆で書いてたどって

みよう。漢字から仮名への異同を、造形と筆触でとらえたい。

③ �連綿で書くマイ百人一首 �

　前回の発展として、日本独特の仮名美である「連綿（つづけ字）」と「散らし書き」を試みる。

仮名の創出には、万葉集をはじめ和歌が深く関与しているが、ここでは「百人一首」を素

材に作品を作る。

④ �和様と唐様のサイン �

　江戸時代には、「御家流」とよばれる

「和様」の書体と、「唐様」とよばれる中

国風の書体が存在した。自分のサインを

この �つの書体で書き分け、書体が発す
マイ百人一首（作品例）
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る感性的な情報の違いに着目したい。

⑤ �茶席の書 �

　茶席での「書」の役割は、決して小さ

くない。床飾りの一幅の墨跡で茶会の

テーマを表すことができる。また、書画

の鑑賞や揮ごうは、茶会に一層の文人趣

味をかもし出す。茶会実習にむけて、鑑

賞や揮ごうを体験しながら、「茶会の書」における日中文化の統合を考える。

��「書」の実習例

　毎回の実習に共通するのは、まずその時間のテーマを理解するための基礎知識を学び、

その後実際に墨書するという流れである。テーマの理解のためには、実習ノートと呼ぶ解

説プリントを用意した。時にはこのプリントに設けた作業欄に墨書させることもある。

　以下に実習の例を概説するが、後の項で述べる �年目からの書道具の導入によって、実

習の形態は順次熟成したと思われるので、ここでは �年目の実習の「書」①と②の �回の

実習を中心に報告する。

① �筆の持ち方あれこれ �

（イ）実習の開始は、書道具の荷解きから始める。紙や布で包まれた人数分の硯、文鎮、

水滴（これは �人に �個）と墨、下敷きを、学生自身に梱包を解いてもらって種類

分けする。どんな道具が出てくるかわからない。包みを解く時の期待感は、書道具

への興味を喚起し、観賞への入口となる。硯の大きさや重さ、石の色、模様、彫刻、

また文鎮の動物の形などに小さな歓声があがる。そして各自が好みの硯・文鎮・水

滴を選んで、初回に使用する書道具を机上に整える。

　　　「茶」の初日の教室では、彼らは数々の道具が ��組も並び、それが圧倒的な美し

さで揃えられている光景に出会う。「書」の初日に各自に荷を解かせるのは、それ

とは対象的な道具との出会いを演出する意図をもつ。煎茶の道具に比して、書の道

具は数が少なくてもすむので、このようなことが可能となる。ただし、後半に受け

持つ「茶」→「書」のグループは包みを解く楽しみがないので、くじ引きなど何ら

かの道具選択の楽しみを設ける。

（ロ）各自の机上に書道具が並べられると、机上の

道具のいくつかを紹介し、人の道具も観賞させ

て、「文房四宝」の文化に言及する。

（ハ）その後、初めて各自持参の新品の小筆を書く

姿勢で持たせ、まずはその筆を持つ自分の手の

姿を、実習ノートにペンでデッサンさせる。続

いて、日中の教科書などを参考に中国の伝統的

な執筆法と日本のそれを比較し、日中間の異同

を確認させる。また、自分の執筆法の種類を認

唐様（左）と和様（右）（実習ノートより）

日本の執筆法例
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識させ、筆を持つという簡単な行為にも、日中

の歴史や文化が潜んでいることに気付かせる。

（ニ）実際に執筆法を変えて（中国の撥燈法と自分

の持ちかた）自分の名前を楷書体で墨書し、そ

の書きぶりの相違を実感させる。

　　　手首を立てて筆軸を垂直にし、双鉤法（人差

し指と中指の �本がけ）で持つ中国の執筆法は、

単鉤法（人差し指 �本がけ）で筆軸を寝かせる

タイプの彼らにはかなり困難であったが、新し

いことを試すという新鮮さを感じるようであ

る。

　　　なお、墨書の前には、墨の磨り方と新しい小筆のおろし方（筆先の糊のほぐし方）

を説明する必要がある。墨液の経験しかないものもいる。また小筆購入の説明の折

に、そのままで持ってくることを指示しないと、穂の全部の糊をほぐして持ってく

ることがあるので要注意である。

（ホ）最後に、道具の後始末の仕方を指導し、次回からは授業開始までに、各自好みの

道具を机上に準備しておくよう指示する。

　　初回は指導内容が多いので時間が不足気味である。

② �漢字から「いろは」へ �

（イ）中国における漢字の創造から日本の漢字受容までの歴史は、第 �回目の合同授業

ですでに説明が済んでいる。ここでは、漢字の音（オン）を用いた日本語表記が、

楷書・行書の万葉仮名から草書体の草仮名へ、さらに女手へと変化し、その字形を

淘汰しながら字数を減少させ、やがて明治 ��年に ��文字が選択され、それ以外の

字は変体仮名として現存するに至った歴史を、実習ノートを用いて説明する。

（ロ）墨を磨って書く準備をする。変体仮名一覧表を見ながら、実習ノートの作業欄の

表に「つき」「はる」などの単語を、現代平仮

名の字母の漢字を用いた「万葉仮名（楷書・行

書）」「草仮名（草書）」「平仮名（現在の平仮名）」

の �種類で、また字母ではない漢字を用いた「変

体仮名（草書）」で墨書させる。

（ハ）万葉仮名から平仮名へ、書くことを通して得

た造形の違いや筆触についての感想を、実習

ノートに墨書する。

（ニ）テーマ外の練習として、行書体での署名の練

習をする。担当者が各自の名前を行書体で墨書

したカードを手本として渡す。

（ホ）道具を片づける。

（ヘ）次回に書く百人一首の絵札を各自 �首選ぶ。 漢字から仮名へ（実習ノートより）

中国の執筆法例
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［（ハ）の実習ノートの感想から］

・万葉仮名と平仮名だけで見ると違うように見えるけど、草仮名が間に入るとどう変わっ

ていったのか、よくわかるなと思いました。

・�種類の仮名を書いていくうちに、だんだん平仮名に近づいていくのを実感しました。

・見るだけでなく、実際書くことでより理解できたと思います。

・いつも書いている平仮名が、意外な漢字からできていておもしろかったです。

・昔は字の数が多くて覚えるのが大変だったろうと思いました。

・万葉仮名は、ただ漢字の当て字という感じだが、草仮名に変化して今の平仮名っぽく

なるものや、まだ遠い感じのものもあり、非常におもしろく思った。変体仮名は難し

かった。

・少しずつ造形が柔らかくなっているので、書いていてとても風流な気持ちになった。

　漢字から平仮名へのテーマは、中国の文化を日本風に変容させていく過程を示すことの

できる貴重な題材である。学生は（ロ）にある作業表を墨書で埋めることによって、中国

の漢字が日本の平仮名になる変容の過程を、フィルムの早回しのごとく視覚的に捉え直す

ことができたようだ。

　なお、最後の �回の合同実習は主客に分かれてのまとめの茶会である。「書」の実習と

しては、客側となる際に受付で挨拶し、それまで練習してきた行書体の署名を芳名録に墨

書する。人前で筆を使って名前を書く緊張を味わうことになる。毎回誰かが「手が震えた」

と言うので、「構わない。生きている証拠だ」と答える。また、本来なら席中であろうが、

時間の配分上、茶席に入る前に席上揮ごうを行う。あらかじめ⑤の実習において、漢詩（「茶

歌」蘆仝）の一節を色紙に墨書しておき、茶会当日は、展覧されている茶器を墨絵にし、

雅印を押して作品を完成させる。煎茶席における文人の楽しみの体験である。中国風の趣

のこの作品は、和様の百人一首の作品ともに茶会で展覧する。

��「古い書道具」の教育的効果について

　�回の実習のテーマと題材は �年の間変えることはなかった。ただ大きく変化させたの

は、「古い書道具」を導入したことである。その導入の経緯と、それによってもたらされ

た教育的効果についてここに記す。

　�年目の実習では、「書」で使用する道具は筆ペン �本であった。たった �回の実習の

ために、もう手元には無いであろう小学生の習字道具を準備しなおさせるのはしのびな

かったし、あえて準備させる教育的効果も感じられなかった。

　筆ペンであれば、今後も利用可能である。ただ、なるべく本物の毛筆に近い毛先の回転

や弾力を体感させるために、�本 �本の毛が束になっているタイプを推薦した。学生に尋

ねると、自分用の筆ペンを持っているのは、�人か �人である。筆ペンで書くこと自体が

学生にとっては非日常的なのだから、書き味の工夫された今日の筆ペンなら、十分に筆の

感覚を体感できるはずである。実際、ボールペンやマジックとの相違を自然に感じ取り、
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筆で書くのは楽しいとの感想が聞かれた。

　筆ペンは毛に安定した腰（弾力）がつけてあるので、少し慣れれば初心者でも筆先で細

かい字を書ける。これを利用して、百人一首の札と同じ大きさの無地カードに、好きな一

首を連綿で書き、絵も描いてマイ絵札の一枚を作らせることができた。

　また、筆ペンは管理もしやすく、道具の準備にも片づけにも時間をとらない。筆ペンだ

けでも実習内容の消化は可能であった。書道具類の説明は①の実習でプリント写真によっ

て示し、またまとめの茶会において展示物として観賞させた。本物の硯で毛筆を使用させ

たのは、芳名録などへの署名の練習と茶会本番の際に、こちらで書道用具を用意した時の

みである。

　しかし、�年目においては、各自に筆ペンと小筆を一本、毎回持参させた。そして担当

者が所蔵する書道具を ��組貸与することにした。導入の理由は、観賞に耐えうる書道具

類が持つ教育的効果の可能性を確かめたかったからである。

　書道具導入のきっかけは茶道具にある。「茶」では、「書」における筆ペンのように、道

具を省いてペットボトルで済ませるわけにはいかない。「茶」を点てるいくつもの道具な

くしては成り立たない。当然のこととしてその道具類を黙々と準備する共同担当者の姿に

触発された形である。「茶」と「書」という二分野が共同する実習形態であったからこそ、

その均衡をはかるべく書道具の導入に踏み切れたことを記しておきたい。

　よく知られているように、「書」の文化には「文房四宝」という楽しみがある。硯・墨・

筆・紙を四宝といい、それ以外にも文鎮や水滴や雅印など、机上に乗る様々な文房具を愛

玩する文化である。このことは実習の中で説明はしていたが、やはり実際にある程度観賞

に耐えうる古い書道具に触れ、それを使用させるに勝るものはないのではないか。

　幸いにして、担当者は古物を含む様々な石質や形の硯を人数分準備することができた。

硯の他に数種類の小さな文鎮と水滴を加え、これを授業期間、実習の教室に保管させても

らった。学生には実習毎に自分の好きな取り合わせで使用してもらったのである。

　ただし、�年目の実習においても、基本的には �年目同様に筆ペンを使用し、百人一首

の作品も前年と同様に筆ペンを使用させた。硯で墨を磨って書くのは、授業の終わりに自

分の名前を行書で練習する時と、茶会で作品を揮ごうする時だけであった。

　�年目の実習では、書道具の使用を主体とした。筆ペンは準備させず、毛筆の小筆だけ

を使用し、書く作業は感想の記述でも、硯で墨を磨らせ、毛筆で書かせた。学生は始業前

にその日に使いたい硯、文鎮、水滴を選び、これは同一品の下敷きと墨を机上に準備する

のである。そして授業の終わりには各自で筆と硯を清めて片づける。なるべくいろんな硯

や文鎮を使いなさいと指示したので、毎回が書道具との一期一会であった。

　百人一首の作品については、小筆では極細字が難しいので、無地カードではなく短冊を

横向きにして用い、仮名の短い連綿と散らし書きを体験させた。

　今回「書」を先に実習した学生 ��人に、�回目を終えるにあたり「古い硯や文鎮を使っ

て実習をしたことを、どんなふうに思ったか正直に教えてほしい」と無記名で感想を書い

てもらった。たくさんの感想を書いてもらえるよう、筆記用具はシャーペンである。その

いくつかを以下に記す。
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・昔の硯や文鎮を使わせてもらった

が、当時の雰囲気を感じることがで

きて、すごく良い環境で書道の授業

をうけることができた。

・古くから使われている道具を使うこ

とで、緊張感が生まれ、気持ちの切

り替えができた。「形から入る」と

いうのも大切であり、学ぶ雰囲気と

しても充分だった。シャーペンの使

いやすさを痛感した。

・中国で使われていたものと同じ道具を使うというのは初めての経験でとても新鮮でし

た。

・書道を習っているのですが、いつも使っている硯とは全然違っていて、とても新鮮な

気持ちで筆を持つことができました。

・昔の道具を見るのは結構おもしろかった。

・道具は毎回選ぶ楽しさがあり、その道具の使いやすさ、デザインなど、よく確かめる

ことができて、楽しかったです。墨を磨るということもしたことがなくて、磨って使

うということに対して、濃すぎたり薄すぎたり、自分で調節することができてよかっ

たと思います。

・中国の古来の硯や文鎮を使用して書いたので、小学校の時にセットの硯と墨を使って

書くのとは違い、気持ちが引き締まるような感じがした。道具はみな趣があり、使用

できる機会が全くないので貴重な体験だった。

・墨汁ではなくて墨を磨って書いたので、改めて何か新鮮な感じでした。また、小学校

で使っていたような道具ではなく、中国の昔ながらの道具を使うことによって、より

一層書道をやっているという気持ちになれて良かったと思います。筆で書くというの

も、渇筆など筆ペンでは味わえない風情があって良かったし、楽しかったです。

・毎回違う道具を選び、様々な種類のものを使うのはとても楽しかったです。日常でな

かなか触れることのないものに触れるというのは、ある種の感動を覚えました。

　この他にも、すべての学生が中国の古

い書道具を使った体験を肯定的にとらえ

る感想を述べている。字を書くというだ

けではない「書」の楽しさを、彼らは各

自の思いで感じ取ってくれたようだ。道

具は時に担当者を超える教育的効果をも

たらす。それは確かに道具と人との関係

である。これらの感想は、古い書道具に

触れることによって古美術の魅力を感じ

茶会での揮ごう

茶会での展覧
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取り、彼らが「文房四宝」の世界を垣間見た証である。

��「書」の実習のまとめにかえて

　�年間の実習で、�回ごとの「書」のテーマを �回繰り返したことになる。担当者としては、

繰り返すほどに欲が出て時間が足りなくなる。だが、どれだけ学生の希望に添えただろう

か。

　初回のアンケートで何人かが書いた「字が上手になりたい」の希望を �回の実習で叶え

ることはできなかった。だが、これからの人生の様々な機会に、筆があれば臆せず筆で行

書の署名をしてもらいたい。今はまだ手本を見ながらのぎこちないサインも、「人書倶に

老ゆ」の言葉を信ずるならば、やがて様になっていくだろうと期待する。

　学生の願いを叶えたこともある。�年目の学生アンケートに「着物で授業をしてほしい」

とあったのを受け、担当者 �人は茶会に着物で指導し、�年間これを続けた。

　茶会は両実習のまとめであるが、これをハレの場として設定し、少しばかりおしゃれを

して全員がその演出に加わった。外部から数人のお客様も参加していただいた。学生は、

心持ち緊張する。その非日常の緊張の中で、署名し、揮ごうし、床の書を拝見する。自分

の作品がハレの場の展覧に並ぶ。茶会は、「書」の実習のまとめとしても、有意義な設定

であったと思う。

　�回のテーマ選定時に悩んだ「比較文

化方法論」にどれだけ迫れたかは、反省

の他ない。速足の説明では理解が困難

だったことだろう。だが、次のような学

生の感想になぐさめられる思いだ。学生

は書く。「書道の面白さというのは、理

屈で感じるものではなく、何となく体で

感じとるものだと今回の授業を通して

思った。一文字いちもじ書いていくにつ

れ、まわりの音が聞こえなくなり、気付

いたら数分たっているという体験をし

た。この高揚感というのは、理性では感

じられるものではないと感じた次第です」

　「比較文化方法論」とは、究極のところ、その後に続く語「実習」にこそ重要な起点が

あるということなのだろう。

左から青山、諸泉、中山

（文中の写真の撮影および編集は人文学部 4年生

山口芳恵さんによる）　　　　　　　　　　　
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結び

中山　　文　

　なんと贅沢な時間なんだろう。

　初めてお茶会に出席した筆者は、その高雅な雰囲気に息を飲んだ。いつもの教室の変貌

ぶりに驚き、神妙な面持ちでお茶を淹れ、筆を持つ学生の凛々しさに目を細め、先生方の

あでやかな和服姿に見惚れた。

　特に、教室に運び込まれたお茶の道具の多さには圧倒された。すべて諸泉家の私物であ

る。先生は毎週 �時 ��分からの授業に午後早くから準備を始め、授業後も �時過ぎまで

�人で片付けられるという。青山先生が持ち込まれる古い「文房四宝」の数々は、学生た

ちに「文雅」という言葉の意味を、形をもって教えてくれた。

　書道も茶道も知らない不作法者は、文化の豊かさとは物質の豊さに裏付けられるものだ

ということに気づかなかった。それなのに厚かましくも、「うちの学生に、本物の書とお

茶文化の喜びを教えてください」とお願いしたのである。この多彩なお道具こそが、茶文

化・書文化の豊さを証明していたのだということを、本報告は再確認させてくれた。

　無知な筆者のおかげで、学生たちはずいぶん得をした。この授業の受講生はほかのどん

なカルチャースクールでも触れることのできない本物の品々を眼にし、手に触れ、味わっ

た。彼らにとってどれほど貴重な経験であったことか。この贅沢な授業は大学生活の思い

出としてずっと記憶に残るだろう。これからの人生を心豊かに生きていく、ひとつのきっ

かけとなったに違いない。

　お �人の �年間のご教授に、心よりお礼を申し上げます。



��－　　－

はじめに

中山　　文　

　����年度は ����年から始まった共通教育機構による共通教育科目が立ち上がって �年

目にあたり、完成年度の年である。外国語分野で立てた全ての講義科目が立ち上がった。

中国語に関しては、以下のクラスである。

　初級用（第 �、�セメスター）として、初級中国語Ⅰ	
・Ⅱ	
、入門会話Ⅰ・Ⅱ

　中級用（第 �、�セメスター）として、中級中国語Ⅰ	
・Ⅱ	
、基礎会話Ⅰ・Ⅱ

　上級用（第 �、�セメスター）として、実用中国語Ⅰ ･Ⅱ、中国語リーディングⅠ ･Ⅱ、

中国語会話Ⅰ ･Ⅱ

　Ⅰは前期、Ⅱは後期科目を指す。初級中国語と中級中国語はそれぞれ �週間に 	と 
、

�コマの授業をペアで申し込む。ただ、成績は 	と 
が別々に提出される。それ以外の授

業は週に �コマである。�年前に希望を持って立ち上げたクラスの運営は、はたしてうま

く機能しているのか。今年はその検証が必要な年だといえるだろう。

　また今年は専門科目の持ちコマの関係上、唯一の専任教員である筆者が中国語を �コマ

も担当できない初めての年だった。上記の授業に旧カリキュラムや再履修クラスを含める

と、現在中国語関係は全部で ���コマの講義が設定されている。この ���コマ全てが ��

名の非常勤講師に委ねられた。そしてこの状況は、来年度も変化する見通しがない。

　人文学部が 字型教育を受け持っていた教養総合コース以来、中国語では全学統一テ

キスト、統一試験、統一成績基準を守ってきた。担当教員による不公平が生じないように

配慮しつつ、中国語教育の一定レベルを維持するには、このシステムが必要だと考えたか

らである。専任教員としての仕事は、現場の不満や不具合をすばやく解消し、非常勤講師

に気持ちよく授業をしてもらうことだと認識している。そのために、中国語教育の現場か

ら離れることに、筆者自身が大きな不安を感じていた。

　����年秋に今年度の初級、中級クラスのまとめ役を決定した。それぞれの担当者には、

こちらの状況を正直に話し、他の先生方と筆者とのパイプ役になっていただくようお願い

した。何の報酬もなく、責任の重いこの役割を、皆さん快く引き受けて下さり、とてもあ

りがたかった。

�神戸学院大学人文学部教授　　��神戸学院大学人文学部非常勤講師

����年度中国語初級教育における実践報告

中山　　文 �，山本　透江 ��，李　　　玲 ��

（����年 �月 ��日受理）　



��－　　－

����年度中国語初級教育における実践報告

　ここに担当者による、各担当科目の実践報告を残したい。

Ⅰ �「初級中国語『みんなの中国語　第一歩』浸透度
　　　　　　　　　　　－ ����年度前期末試験結果分析－」

山本　透江　

��はじめに

　����年度前期に始まり、本学での『みんなの中国語　第一歩』の使用は �年目となる。

本稿では、過去 �年間のデータに基づき、今年度前期試験の成績や解答状況との比較を中

心に分析する。

　この �年間のデータを以下に挙げておく：

　����年度　受験人数�����　満点���　最高点���　　最低点���　平均�����　標準偏差�����　分散�����

　����年度　受験人数�����　満点���　最高点���　　最低点���　平均�����　標準偏差�����　分散�����

　����年度　受験人数�����　満点 ��　最高点���　　最低点���　平均�����　標準偏差�����　分散�����

　����年度の平均点は ����点、�割以上の得点者は ��人（����％）、�割以上では ���人

（����％）と前年度（�割以上：����％；�割以上：�����％）結果を大きく割りこんだ。ま

た標準偏差は ����年比 ����ポイント低下、つまり解答率の偏りが各所に見られた。平均

点はさほど変化していない。

��試験結果分析

　����年度以来、点数が固定（��点満点）されており、出題形式の異同による調整が試

みられている。今回は ����年度　�種 ��問→ ����年度　�種 ��問→ ����年度　�種 ��

問とした。以下は ����年度の出題形式と、その正答率である。

　����年度� 正答率

　Ⅰ ����������（各 �点× �問）簡体字正誤問題� ����％

　Ⅱ ����������（各 �点× �問）中国語文の日本語訳� ����％

　Ⅲ ����������（各 �点× �問）日本語文の中国語訳� ����％

　Ⅳ ����������（各 �点× ��問）中国語文の語順整序� ����％

　Ⅴ ����������（各 �点× �問）中国語文の空欄補充� ����％

　Ⅵ ����������（各 �点× �問）語句の中国語訳� ����％

　Ⅶ ����������（各 �点× �問）一音節語の聞き取り（ヒアリング）� ����％

　Ⅷ ����������（各 �点× �問）中国語による質疑応答（ヒアリング）� ����％
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　����年度と ����年度　同一（類似）問題種との比較

� ����年度� ����年度� ����年度対比

　簡体字正誤問題� ����％� ����％� ����％

　中国語文の日本語訳� ����％� ����％� �����％

　中国語文の語順整序� ����％� ����％� �����％

　中国語文の空欄補充� ����％� ����％� ����％

①簡体字正誤問題

　正答率は ����年度�����％→ ����年度 ����％→ ����年度 ����％。当項目での誤答第

�位が平均 ����％（最高は ����請、����％）と、簡体字認識の曖昧さが目立つ。今回も「しょ

くへん」「かねへん」「ごんべん」「しんにょう」「さんずい」および間違えやすい部首を

問うた。また昨年度と同出問 ����経については、����年度�����％→ ����年度 ����％と、

一応の成果が見られる。巻末の「なぞり書き」や、練習問題等の提出物を担当者が細か

くチェックする必要を感じる。

②中国語文の日本語訳

　正答率は ����％。この教科書はすべての例文に日本語訳がつけてある。全年度対比

����ポイントの上昇ではあるが、理解度を過信できない数字となった。文末でも挙げて

あるが：

　����我們一起去喝茶 
	。

　正解は「一緒にお茶しませんか。」なのだが、「わたしたちと一緒にお茶しませんか」

を ����％が選択してしまっている。

③日本語文の中国語訳

　全体の正答率は ����％。��同様、日本語訳に頼るあまり、個別の単語・語句解釈がお

ろそかになっているように見える。また語順の把握も非常に曖昧である：

　����「彼はある会社に勤めています。」

　正解は「他在一個公司工作。」（����％）なのだが、「他在工作一個公司。」（����％）が

上回っている。また：

　����「あなたと彼とでは、どちらが年上ですか。」

　正解は「��和他、誰大？」（����％）だが、「������他、多大？」（����％）と判断ミ

スが大きい。

④中国語文の語順整序

　正答率は ����％。配点が高いこともあり、全体の平均点を押し上げたものと予想され

る。各設問別正答率も ����～ ����％と高かった。昨年度と違い、日本語訳に沿う形で

の並べ替えであったことも一因であろう。
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⑤中国語文の空欄補充

　正答率は ����％。助動詞、前置詞、疑問詞、副詞、動詞の正確な意味と前後関係を理

解していれば、日本語訳に沿い正解を選べていた。

⑥語句の中国語訳

　正答率は ����％。親族呼称、二種類ある「�」の扱い、「～する」の間違え易さを再認

識した。また：

　����自動車

　正解は「汽車」（����％）だが、「自行車」（����％）�が上回った。

⑦一音節語の聞き取り（ヒアリング）

　����年度に外された設問を敢えて採用した。選択肢のつづりはすべて、存在するも

ののみ挙げたので、大きな迷いはなかったように見える。ただ、正答率が �������（第

一声）����％→ �������	�（第四声）����％→ �������（第四声）����％→ ���������（第一声）

����％→ ��������（第二声）����％とぶれながらも上昇したのは、聞き取りの際選択肢

番号（一～四）の読み上げと選択肢とを混同し、混乱を招いたとあとで受講者から聞い

ていることからも、それぞれの音節の難易度は反映していないようである。

⑧中国語による質問への返答

　第一～三課発音篇「しゃべっチャイナ」からの出題。過去二年にはない試みで、正答

率も ����％と下回った。各課の「��� ��」対話文と聞き取りでは「応答」を重視しているが、

生かされていない感がある。適切な返答を選ばせる能力を問う場面をもっと設けるべき

かと思う。

��おわりに

　当機構での運用開始から �年目を迎え、これまでの成果が中国語教育にも具体的に出始

めている。「中級」相当の受講者は格段にピンインを読みこなせているし、�年次受講者

の中国への関心はより高まっている。多くの問題点を把握した上で『第一歩』『第二歩』

をより有用に使い、続けて学習していくための基礎体力作りと動機づけを促せるよう、各

担当者の工夫を期待している。
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補足：

　・正答率順位

　　���������％（語順整序）「わたしは中国の音楽を聴きます。」

　　���������％（語順整序）「ここで泳いでもかまいませんか。」

　　���������％（中国語文訳）「わたしは二日間行きます。」→「我去両天。」

　　���������％（語順整序）「わたしの辞書はあなたのとは違う。」

　　���������％（日本語文訳）「我家離学校 ���近。」→「わたしの家は学校から近い。」

・正答率が著しく低かった設問を以下に挙げておく。

� 正答率� 誤答率（第二位）

　����� ② ���％� ① ����％

　����� ③ ����％� ② ����％

　����� ④ ����％� ③ ����％

　����� ① ����％� ④ ����％

　����� ② ����％� ③ ����％

　����� ④ ����％� ② ����％

　����� ② ����％� ① ����％

　����� ④ ����％� ② ����％

Ⅱ �「����年度『中国語入門会話』クラスの現状と課題」
李　　　玲　

��はじめに

　����年度「中国語入門会話」クラスは、�の受講クラスからなり、履修登録者数は ���

名で、担当教員は �名である。

　����年度「中国語入門会話」クラスの現状を明らかにするために、前年度と同様に担

当教員と受講者を対象にそれぞれアンケートを実施した。履修登録者の ���名の内、今回

アンケートに答えた受講者は ���名であった。担当教員 �名全員もアンケートに答えた。

文末に付記された図表は受講者を対象とするアンケートの結果である。以下は受講者を対

象とするアンケートの結果と担当教員を対象とするアンケートの結果を合わせて分析する

ことによって、����年度「中国語入門会話」クラスの運営実態を振り返り、そして、本

科目の ����年度の運営を展望したいと思う。

��結果と分析

　設問 �、�は使用教材と授業進度の適当度についてのものである（文末図表を参照され

たい）。両設問に対する受講者の回答からみれば、どちらについても評価がかなり高いと

いうことが分かる。「現在使用している教材は『中国語入門会話』クラスに適当であるか」

との設問に対して、「適当である」と答えた担当教員は �名であり、「どちらともいえない」
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と答えた担当教員 �名で、内 �名は「来年度ほかの教材を使用してみては」と提案した。

また、「授業の進度は適当であるか」との設問に対して、「適当」と答えた担当教員は �名

であり、「もう少し速くしてもよい」と答えた教員は �名で、回答しなかった教員は �名

であった。受講者と担当教員の回答を総じて見れば、使用教材も授業の進度もいずれの面

����年 ��月実施（回答者：���名）
（アンケート実施の際、「中国語入門会話」クラス担当教員の張建明先生、馬麗娟先生、陳鳳先生と張軼欧先
生からの御協力を頂き、ここで深く感謝いたします。）

評価

設問

全くその

通りであ

る

その通り

である

そうでは

ない

全くそう

ではない

どちらと

もいえな

い

��教材はこの授業に適当である ��! ��! �! �! �!
��授業の進み方（速さ）は適当である ��! ��! �! �! �!
��この授業に出ることによって、中国語の発
音が少しきれいになったと思う。

��! ��! �! �! ��!

��この授業に出ることによって、中国語を少
し聞き取れるようになったと思う。

��! ��! �! �! ��!

��この授業に出ることによって、中国語を少
し話せるようになったと思う。

��! ��! �! �! ��!

��この授業に出ることによって、中国語に興
味を持つようになったと思う。

��! ��! ��! �! ��!

��この授業はあなたにとって有意義である。 ��! ��! �! �! ��!
��来年も中国語会話の授業に出たいと思う。 ��! ��! �! �! ��!
��最終回の口答試験は難しかった。 ��! ��! ��! �! ��!
���最終回の口答試験は会話の上達に少々役に
立った。

��! ��! �! �! ��!
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においても現行のもので評価が高いため、����年度「中国語入門会話」クラスは現在の

教材を使用し、また ����年度と同じ進度で授業を進めることが妥当ではないかと思う。

　設問 �、�、�は「中国語入門会話」を受講することによって受講者のリスニング力と会

話力が確実に高まるようになったかどうかという授業の直接効果が問われる設問である。

統計から見れば、�つの面においていずれも評価されていることが分かる。設問 �の「こ

の授業に出ることによって、中国語の発音が少しきれいになったと思う」と設問 �の「こ

の授業に出ることによって、中国語を少し聞き取れるようになったと思う」に対して、「全

くその通りである」、「その通りである」と回答した受講者の合計数が全回答者に占める比

率は ��％前後である。この数値は、昨年度に実施した同内容の設問に対する受講者の回

答と全く同じ水準である。この数値は、「�年次の『中国語入門会話』の授業を �年次の『中

国語基礎会話』と �年次の『中国語会話』の入門段階として、中国語の正しい発音の習得

と一定のリスニング力の向上」という ����年度当初設定していた授業目標がほぼ達成さ

れていることを示唆している。

　設問 �の「�この授業に出ることによって、中国語を少し話せるようになったと思う」

に対して、「全くその通りである」、「その通りである」と回答した受講者の合計数が全回

答者に占める比率は ��％であり、設問 �と設問 �のそれよりやや低い水準にある。しかし、

「中国語入門会話」クラスは、受講者が正しい発音をしっかりと習得できるようにするた

めに、前期の約半分の時間を中国語の「ピンイン」の学習に費やし、前期の後半に入って

からようやく簡単な会話を学習する段階に入る。その意味では、��％という数値は決して

低いとはいえない。また昨年度、同設問に肯定的に解答した受講者の合計数が全回答者に

占める比率は ��％であったため、今年度は前年度より �％高くなったことから、����年

度「中国語入門会話」クラスの授業は受講者の会話能力の向上の面で一定の効果があると

いえよう。

　重要なことは、�年次の「中国語入門会話」と �年次の「中国語基礎会話」、�年次の「中

国語会話」を �つの学習過程とし、そのプロセスで受講者が中国語の会話力を漸次向上さ

せることである。したがって、�年次の「中国語入門会話」の授業においては、受講者が

正しく発音でき、しかもそのリスニング力を一定のレベルまで引き上げることが最も重要

である。それは受講者の会話力向上の土台作りなのである。

　設問 �と設問 �は、「中国入門会話」クラスの授業を受講することによって、中国語そ

のものに興味を持つようになったかどうか、またこの授業が受講者にとって総合的に有意

義であるかどうかという授業の潜在効果が問われる設問である。

　設問 �の「この授業に出ることによって中国語に興味を持つようになったか」と設問 �

の「この授業はあなたにとって有意義であるか」に対して、「全くその通りである」と「そ

の通りである」と答えた回答者の合計数が全回答者に占める比率はそれぞれ ��％、��％

である。両数値は ����年度のそれと同水準である。

　設問 �、�、�、�、�に対する受講者の回答から、「中国語入門会話」クラスの受講者は、

この授業の直接効果と潜在効果のどちらも評価していることを読み取ることができる。

　設問 �の「来年度も中国語会話の授業に出たいと思うか」は、受講者自身がどれほど �
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年次の「中国語入門会話」と �年次の「中国語基礎会話」、�年次の「中国語会話」との

連続性を意識しているかについての設問である。継続しようと考えている受講者が半分以

上であり、��％の学生は「どちらともいえない」と回答した。この水準は ����年度のも

のと同じである。

　継続しないとする受講者が挙げた理由の多くは「単位が足りているから」や、「授業の

時間帯がよくないから」、「�単位だから」などである。ここから、半数以上の受講者は「中

国語入門会話」と �年次の「中国語基礎会話」、�年次の「中国語会話」との連続性を意

識しているか、若しくは「中国語入門会話」の直接効果・潜在効果を評価することから学

習の継続を希望しているが、単位取得のため「中国語入門会話」の授業を選択した受講者

も少なくないということが分かる。

　「中国語入門会話」の授業に出ることによって少しでも話せるようになってほしいと考

え、受講者に刺激を与えるために ����年度から試験の方法を変更した。前期と後期の最

終回の授業日に教材で習得した内容を中心に口答試験を実施したのである。設問 �と設問

��はその実施実態と効果についての受講者と担当教員の回答である。

　担当教員 �人の内 �人は教員がテキストの内容を中国語で質問し、学生に自分の実際の

状況に従って答えてもらうという会話形式をとった。�人はテキストの内容を学生に暗唱

させるという形式で口答試験を実施した。

　前者の場合、教員はあらかじめ出題し、出題範囲の中から �問～ ��問を選んで学生と

会話形式で口答試験を実施した。�人の教員の出題数はそれぞれ ��問、��問、��問、��

問～ ��問であった。口答試験の効果については、会話形式で実施した �人の教員は、「ほ

とんどの学生ができた」、「とてもいい刺激になった」、「今後も実施する予定」、「学生の会

話力の向上に役に立った」や、「今後も是非継続してほしい」などとコメントした。

　テキストの内容を学生に暗唱させるという形式で口答試験を実施した教員の場合、「会

話形式ではなかったので、学生にあまり刺激になったとはいえない」とコメントした。一

方、受講者側の反応を見ると、設問 �の「最終回の口答試験は難しかった」について、「全

くその通りである」と「その通りである」と答えた受講者の合計数が回答者に占める比率

は ��％であるのに対して、設問 ��の「最終回の口答試験は会話の上達に少々役に立った」

について、「全くその通りである」と「その通りである」と答えた受講者の合計数が回答

者に占める比率は ��％である。つまり、約 �分の �の受講者は口答試験の効果を評価し

ていることである。

　上記の担当教員と受講者のコメントを総合すると、����年度も ����年度と同様に前期、

後期それぞれの最終授業日に口答試験を実施することが望ましいのではないかと思う。た

だし、試験は会話形式で、各クラスの出題範囲を統一するよう提案する。

��まとめに代えて

　以上のような「中国語入門会話」クラスの現状を踏まえて、����年度の課題として下

記のことを提案する。

��教材は ����年度と同様のものを使用する。
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��授業の進度も ����年度と同様に設定する（前期は第 �課までとする、後期は �週 �課

のペースで進む）。

��口答試験は前期、後期の最終回の授業日に会話形式で実施する。各クラスの出題範囲を

統一するよう提案する。

��今回の受講者に対するアンケート調査から、長期欠席者（履修登録しているにもかかわ

らず、一度も授業に出席したことのない学生）が少なくないことが分かった。また、一

部の学生は単位取得のために「中国語入門会話」の授業を選択したという事実はすでに

述べている。これらの状況をある程度改善するために、新入生を対象とする中国語のオ

リエンテーションの際、神戸学院大学の中国語会話というカリキュラムの中における「中

国語入門会話」の位置づけを強調し、そして、履修登録した以上なるべく出席するよう

と呼びかける必要があると思う。

��昨年度の報告にも書いたように、中国語の授業の長期的な課題の一つとしては、「授業

を通して、いかにして受講者に中国語や中国に興味を持たせ、『中国語会話に興味を持

つ→中国語に興味を持つ→中国に興味を持つ→中国語会話に興味を持つ……』という良

好な循環を作ることができるのか」が挙げられる。����年度の「中国語入門会話」ク

ラスの担当教員に教材内容の学習の他、前期と後期 �回ずつ各自で中国を紹介するため

の自由時間を与える。それは、一方では、受講者に中国に興味を持ってもらうためであ

り、他方では、各担当教員の個性が自由に発揮できる場を提供するためでもある。

おわりに

　現在初級中国語は ��クラス設定されている。各クラスではペアの先生方が毎回進度を

報告しながら �冊のテキストをリレー方式で教える。山本先生にはその全クラスの問題点

が集約され、質問されるわけで、本来ならば当然専任が果たすべき役割を引き受けていた

だいている。

　入門会話も統一テキストで �クラス設定されている。どこのクラスに入ってもできるだ

け不公平が生じないよう、成績基準の統一がされている。また先生方が意識を高く持ち、

いろいろな試みを行っておられるのが、頼もしい。李玲先生が毎年きちんとアンケートを

とり、翌年の授業に生かしているのも、この授業の人気の秘訣であろう。

　責任感を持ってまとめ役を遂行する担当者に恵まれてこそ、複数クラスの運営がスムー

ズに行われることを再確認したことも、この報告の成果といえよう。
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はじめに

　全学で約 1000名いた初級中国語の履修生のうち、次年度中級を履修する者は約 200名。

その翌年、上級を履修する者は 1桁にまで落ち込む――これが 15年間の本学の状況であ

る。共通教育機構による新カリキュラムの施行を機に、この状況を打破したい。それが共

通教育における中国語科目設立当初の目標だった。「卒業必要単位に関わらず、中国語を

勉強し続けたい」と希望する学生をどうすれば増やすことができるのか。新入生の学力低

下、中国への倦厭感が広がる若者を前に、講師たちは皆どのような努力を重ねているのか。

　ここで取り上げる授業は中級中国語Ⅰa,Ⅰb、Ⅱa,Ⅱbと基礎会話Ⅰ ･Ⅱである。前者は

申し込みの段階で、検定クラスとノーマルクラスに分かれる。検定クラスは 2クラス、ノー

マルクラスは 5クラス設定されており、1クラスの定員はいずれも 25名である。検定ク

ラスでは春、秋 2回の中国語検定の受検勉強を行い、その合否が成績に反映される。ノー

マルクラスは文法主体の aと会話主体の bによる週 2回の組み合わせである。成績表には

中級中国語Ⅰa,Ⅰb、Ⅱa,Ⅱbとしか記載されず、検定クラスかノーマルクラスかは判別で

きないようになっている。

　ここに担当者による、各担当科目の実践報告を残したい。

Ⅰ．中級中国語（検定クラス）報告

池田磨左文　

1.はじめに

　神戸学院大学「中級中国語（検定クラス）」は、日本中国語検定協会の実施する中国語

検定試験において一定の級を取得することを目標として設置されているものである。

　その具体的な到達目標は、前期のⅠは準 4級～ 4級、後期のⅡは 4級～ 3級である。6

月実施の検定試験で 3級を取得する学生や、11月実施の検定試験で 2級の取得を目指す

学生がいないわけではないが、ごく少数であるのでここではそれを例外とし、もっぱら準

4級～ 3級に絞って考察を行なうこととする。

*神戸学院大学人文学部教授　　**神戸学院大学人文学部非常勤講師

2009年度中国語中級教育における実践報告

中山　　文 *，池田磨左文 **，傍島　史奈 **

于　　耀明 **，馬　　麗娟 **

（2010年 1月 12日受理）　
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2.中国語検定試験合格率の推移

　　――第 59回（2006年 6月実施）～第 68回（2009年 6月実施）

　2006年 6月から 2009年 6月までに実施された中国語検定試験のうち、「中級中国語（検

定クラス）」を受講した学生の合否状況を次に示す。

実　　施　　回 59 60 62 63 65 66 68
実　　施　　年 2006 2006 2007 2007 2008 2008 2009
実　　施　　月 6 11 6 11 6 11 6

準 4級

本　学

受験者数 27 19 17 19
合格者数 26 18 15 10
合格率 96% 95% 88% 53%

合格率の差 +22 +25 +24 -17
合　格　率 74% 70% 64% 70%
平　均　点 70 68 65 63
合格基準点 60 60 60 55

4級

本　学

受験者数 27 13 32 33 37 31 36
合格者数 22 10 13 6 11 15 5
合格率 81% 77% 41% 18% 30% 48% 14%

合格率の差 +9 +14 -5 -21 -26 -17 -23
合　格　率 72% 63% 46% 39% 56% 65% 37%

リスニング
平　均　点 77 69 71 54 67 73 53
合格基準点 60 60 60 60 60 60 55

筆　記
平　均　点 70 70 59 65 65 68 55
合格基準点 60 60 60 60 60 60 55

3級

本　学

受験者数 14 16 14
合格者数 0 1 0
合格率 0% 6% 0%

合格率の差 -36 -26 -38
合　格　率 36% 32% 38%

リスニング
平　均　点 59 55 67
合格基準点 65 60 65

筆　記
平　均　点 69 61 58
合格基準点 65 62 60

注 :合格率・平均点・合格基準点は中国語検定試験協会の発表による。なお、合格率・平均点は小数点以下第
一位を四捨五入してある。

　中国語検定試験には、準 4級と 4級とには 60点、3級には 65点という合格基準点が設

けられているが、問題の難易度に「ぶれ」の生じるのが避けられないため、日本中国語検

定協会は合格基準点を調整することによって合格率を一定の範囲に収めようとしている。

おそらく得点の分布も勘案しているものと思われる。

　「中級中国語（検定クラス）」が中国語検定試験において一定の級を取得することを目標

として設置されているものである以上、授業担当者のノルマは自分の担当する学生の合格
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率が全国平均を超えるようにすることである。担当する学生の合格率が全国平均を下回る

ようでは、授業担当者はその職責を全うしたとは言い難い。

　「中級中国語（検定クラス）」を受講する学生の合格率と全受験者の合格率との差を示

したのが、表中の「合格率の差」欄である。準 4級では 2009年 6月実施の第 68回、4級

では 2007年 6月実施の第 62回以降、3級ではすべての回で「中級中国語（検定クラス）」

を受講する学生の合格率が全国平均を下回っており、4級と 3級とでは改善の兆しも見ら

れない。学生に成果を上げさせようと教材や授業方法などにも毎年手を加えているが、効

果が見えていない。

3.アンケート結果から見る、授業を改善するための手がかり

　「中級中国語（検定クラス）」の授業を改善する手がかりを得るため、当該クラス 2009

年度前期最終授業日である 7月 25日、学生に対してアンケート調査を行なった。記名・

無記名は任意とし、以下の 4点について自由記述形式で答えてもらった。回答数は 40、

そのうち記名回答が 34、無記名回答が 6であった。なお、この時点で、第 68回中国語検

定試験の結果はすでに出ており、アンケートの記述も当然それを踏まえたものである。

　　1.自分なりに努力・工夫をした点

　　2.自分の努力・工夫が足りなかった点

　　3.授業全般（教材・先生・進め方など）について改善を望む点

　　4.初級（1年生）授業全般に対する意見

　ここでは、記名回答のうち、次の 3つのグループに属するものを紹介する。名前を仮に

A～としておく。

（1）期末試験の成績が 4月 30日に行なわれたクラス分け試験の成績より悪かったグループ

　到達目標別クラスを編成するため 4月 30日にクラス分け試験を行なったが、学習結

果の推移を見るため期末試験もそれと同一の問題にしてみた。ほとんどの学生は期末試

験の成績の方が良かったものの、期末試験の成績がクラス分け試験の成績より悪くなっ

ていた学生が 6人いた。このグループは、その 6人のうち記名でアンケートの回答が得

られた 5人である。なお、A・B・D・Eの 4人はクラス分け試験・期末試験ともに成績

が下位に位置しているが、Cはクラス分け試験は第 6位、期末試験は第 9位であった。

A: 1.空白

2.先生の講義はわかりやすかった。ただ自分が勉強しなかったことが原因と思う。

勉強時間が足りないのが明らかだった。

3.空白

4.一年の時の授業は、自分の姿勢にも問題あるけれど、点の書き方もそんなに言わ

れた覚えはないと思う…。

B: 1.教科書をみなおしたりした。

2.勉強時間が圧倒的に足りなかった。他の教材でも勉強すればよかった。

3.授業はやたら速くて、あまりついて行けなかった。もっとゆっくりていねいにやっ
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てほしい。

4.あまり覚えてないけど、当時は理解できていた気がする。

C: 1.教科書に出てくる単語を覚え、検定試験の過去問を 2回以上やった。

2.漢字の書き取りで、しっかり覚えられていない字があった。

3.空白

4.基本例文の発音テストが毎回の授業であったので、正しい発音に近づくことがで

きたと思う。

D: 1.授業は毎時間しっかり聞くようにしていた。

2.授業以外の自習をほとんどしていなかった。毎週の課題もあまりしていなかった。

3.少し授業の進め方が早かった。

4.今回の試験でリスニングがあまりできなくて難しいと感じたので、1年の時にもっ

とリスニングをしておけば良かったと思いました。

E: 1.休みの日や学校帰りに友達と勉強会をひらいた。暗記カードで単語・文法を覚え

た。

2.自分の最初のレベルが低すぎて、勉強している“つもり”になっていた。復習の

仕方があまかったので細かいところまで頭に入っていなかった。漢字や根本的な

間違いが多かった。宿題もきちんと出来なかった。

3.自分がついていく為には、必要な厳しさがあったので、ちょうど良かったと思う。

4.厳しかったけれども、勉強になること・ためになることなど、いろんな話が聞け

てよかった。少しついていけないくらいだったけれども、自分のレベルの低さに

気付けたので、次回こそがんばろう !と思う。

（2）6月 28日に行なわれた第 68回中国語検定試験で 4級に合格したグループ

F: 1.何度も何度も、単語あるいは文章を読んでリズムを覚えた。学校で買った教材だ

けでなく、他の参考書も買って例文を頭に入れて行った。

2.リスニングを十分に練習していなかった。

3.長文読解の部分は、実践的なものにした方がいいと思う。ただ訳を出すだけでは

どうにもならないと思う。たぶん問の傾向とかあるだろうし、その答えるポイン

ト（どこを見たらいいかとか）もあると思う。

4.毎回授業の最後にテストがあったが、教科書を見ていいということだったので、

あまり意味がなかったように思う。

G: 1.筆記の授業ではそうでなかったが、リスニング授業では全体の出席率がとても悪

かった。努力には入らないかもしれないが、やはり毎回授業を受けるべきだと思

う。また、予習には辞書や 1年次の教科書などを調べて、時間をかけた。

2.自分の弱い所や判らなかった所を見直すことはしても、改めてまとめ、ノートに

書くということをしなかった。やはり書いて覚えることが大事だと痛感した。

3.空白

4.初級と中級の難しさの違いが気になった。中級で急に難しくなったようだ。検定
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クラスなので仕方がないのかもしれないが、初級でもう少ししっかり中国語を学

んだ方が判りやすかったように思う。具体的に言うなら、単語量を増やしたり、

文章を作らせたりすると、実力がつくのではないかと感じた。また、中国語の日

常会話があまり無かったので、それも増やした方が良いと思う。

H: 1.時間をかけて復習をしただけ。

2.他の授業もあり、中国語に時間をかけられないことがあった。

3.特になし。あるとすればリスニングをもっと重点的にしたい。（自分で勉強しに

くいため）

4.特にない。成績が悪いのは私を含め生徒の努力不足

I: 1.授業で習った文をすべて暗記する。トイレにはる。書きまくる。

2.文法をもっとていねいにやっておくべきだった。まちがいやすい所、混乱しやす

い所。

3.テキストの値段が高い。もう少しスムーズに授業を進めてほしい。リスニングの

練習をもっとやってほしい。実戦力をつけたい。

4. 1年生ではもっと漢字とかの練習などをするべき。細かいとめ、はね、ピンイン

や発音も。日本人の先生も中国人の先生も発音に甘くて、今になってとても苦労

している。やはりはじめの基礎が大切です。

（3）6月 28日に行なわれた第 68回中国語検定試験で 3級に合格したグループ

　Jは 1年生のときに 2008年 11月実施の第 66回中国語検定試験 4級を受け、合格し

ている。大学に入るまで中国語を学習した経験はなく、ほかの多くの学生と同じように

4月から学習を始めた。週 2回ある中国語授業のうち、1つが池田の担当する「中級中

国語（検定クラス）」授業の直後であったためその教材に興味を持ち、残部を持ち帰っ

て自習し、1年生での 4級合格に至ったということである。Kは中国での生活経験があ

る学生である。

J: 1.単に問題を解くのではなく、解答を見て、正解の解説はもちろん、他の選択肢の

解説も読み、問題の応用が出来るように対処する。

2.リスニング問題とピンインの問題

3.文章の読解をやるだけでは、高校の時の英語と同じであまり覚えられないと思い

ます。

4.特にありません。

K: 1.文法は去年ある程度やったので、3級のよく出る単語を多く覚えました。問題は

並び替え、穴埋めなど、ただ番号を書くだけではなく、一文書きました。使った

教科書の中の例文と単語は重要だと思ったので 3回は書きました。

2.中検の最後の問題に日文中訳があり、その対策はほとんどしなかった。せめて過

去問の 3回分くらいはやっておけば良かったと思いました。あと、単語のピンイ

ンと四声は覚えきれていなかったと感じます。

3.教科書が高すぎると思います。あと、進め方としては、筆記対策はけっこうした
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が、リスニング対策をほとんどしていなかったように思います。

4.先生によって違っていたと思いますが、文法をばっと説明して、それでほとんど

終わっていたので、生徒が理解していないままどんどん進んでいったように思い

ます。

4.  4つの指摘

　これらのアンケート結果から次の 4点を指摘したい。

（1）授業に出席するだけで効果を得ることは不可能。「覚える」という作業を自分から

積極的にやらなければ、検定試験での合格が難しいだけでなく、学力の伸長さえ期待

できない。声を出して発音し、手を動かして書き、それを通して意識的に「覚える」

という作業は、中国語学習において必要不可欠である。

（2）どのグループに限らず、リスニング訓練の不足を指摘する学生が多い。2009年度「中

級中国語（検定クラス）」のリスニング試験対策授業はすべて中国人担当者によって

行なわれているが、授業の一部を中国語で行なったり即席の応用練習を教室で行なっ

たりすることにより「ナマ」の中国語に触れる機会を学生に提供することが十分にで

きていない可能性がある。もちろん、教材自体もさらに工夫をし、授業形態に関係な

くリスニングの訓練が可能になるように改良していかなければならない。

（3）成績下位のグループには、1年生の初級段階での知識が十分に身についておらず、

そのため「中級中国語（検定クラス）」の授業内容を理解することが困難な学生が少

なくない。これらの学生へは、教材の量を思い切って減らし、基本事項を理解させ、

記憶させることに重きを置いた授業を行なうべきかもしれない。前期で 4級に合格さ

せることはあきらめ、まず準 4級を確実に取得できるよう指導することも考えなけれ

ばならない。

（4）1年生の初級段階において、一部のクラスで授業が十分にていねいに行なわれてい

ない可能性がある。発音や漢字、さらには標点符号まできちんと指導し、基礎をしっ

かりと身につけさせるよう、より一層心がけていかなければならない。

5.まとめ――2010年度に向けて

　2009年度「中級中国語（検定クラス）」学生の中国語検定試験の結果は、私たち授業担

当者にとって満足できるものではなかった。「中級中国語（検定クラス）」という、ある意

味で学習を強いられる授業を自らの意志で選択した学生たちに、彼らの期待する結果を出

させてやれなかったことを反省するとともに、いろいろな意味での指導不足を心から申し

訳なく思う。

　「中級中国語（検定クラス）」を受講する学生の多くは、いわゆる受験勉強というものを

した経験が乏しいのかもしれない。そのため、学習方法がよく分からず、授業に出席する

しか学習の手立てを持たない学生が少なくないのではないだろうか。このように学習すれ

ば一定の成果を上げることが出来るのだというように学習方法を具体的に示唆しながら、

学生自身が主体的に学習を進めるように仕向けることが、何よりも必要とされているよう
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に思われる。

　せっかく学んだ中国語である。何とかして身につけさせてやりたいと思う。

Ⅱ．中級中国語（ノーマルクラス）報告

Ⅱ－ 1 .「ノーマルクラス aの針路
　　　　　　 ――新方式実施前に考えたことと実施後に感じたこと」

傍島　史奈　

1.新方式実施に先立ち

（1）授業の内容

　中級ノーマルクラスでは、2009年度より、aは日本人が担当する読解・朗読の授業、b

は中国人が担当する発音矯正・会話の授業とそれぞれの特徴を設定し、別々の授業をする

こととなった。

　まずは教科書選び。初級では個々に完結した短い一文を読んでいただけなので、急に難

しい長文を読むのは適当ではないと考えた。そこで、『中国語への道【準中級編】―浅き

より深きへ―』（内田慶市・奥村佳代子・張軼欧著　金星堂）を選んだ。理由は 5つ①準

中級というレベル設定。②余裕を持って授業できる分量である。③会話文とその背景を説

明した 100字前後の短文という構成で話題に入りやすく、さらに練習問題で反復学習でき

る。④今も変わらぬ朝食屋台風景から現代の若者や社会問題まで多岐にわたる最新の話題

の中に、伝統的習慣と新しい中国の姿の両方が盛り込まれている。⑤「2008.8.8北京オリ

ンピック開幕の日に」というまえがきがあったこと。

　①②③はノーマルクラスにとって重要なことである。私はノーマルを担当したそれまで

の 2年間、最初の授業で必ず「なぜ中国語を続けたいと思ったか」など授業に関する要望

も含めてアンケートしてきた。うれしいことに、ほとんどが「1年生の時に習って楽しかっ

たから」「1年でやめるのはもったいないから」という学習に前向きな学生である。しかし、

検定クラスではなくノーマルを選んだという点について、「難しすぎてしんどくなるのは

イヤ」というのが本音のようだ。教科書以外に「中国の映画を見たい、音楽を聴きたい」「中

国の祝祭日の様子、文化・歴史に関することが知りたい」といった要望もあり、ノーマル

クラスに対しては、語学学習と同時に文化的な要素をも期待しているといえる。また、単

に「単位がほしいから」とする学生も少なくない。さらには、初級の単位を落とした学生

が履修することもある。やる気も興味もレベルもすべてがまちまちであり、ノーマルクラ

スでは検定クラスのような確定的な目標・目的は設定できないのである。また、中級とい

う名である以上、やはりレベルを上げた文章を読みたい。しかし、分量が多すぎるのであ

れば、これまで 1年で 1冊の教科書をリレーしてきたことを考えると、2冊に増える今年

度からは、内容を消化しきれない学生がますます増える恐れがある。そうなれば、レベル

はどうであれ、せっかく中国語を続けたいと考えた学生のやる気を削いでしまうことにな

りかねない。したがって、新たに出てくる文法事項はもちろん、既習の初級文法をも復習
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と称して説明する時間が必要となる。さらに、授業内容に文化的要素も求められていると

すれば、映画や音楽を鑑賞するなど中国に関する情報を提供する時間（これは各担当者の

知識と経験に頼る）も必要となる。したがって、教科書の分量は欲張らないほうが良い。

各学生のレベルにかなりの差があることを考慮しても、まずは“とっつきやすさ”が教科

書に求められることになる。

　④⑤は、中国は急激に変化しており、ほんの数年で時代遅れになるため、やはり新しさ

は重要な要素である。中国になにかしら興味を抱いて中級ノーマルを履修する学生にとっ

て、最新の中国情報が満載の教科書は魅力であると考えた。もちろん、教える側にとって

もそうであるはずだ。

（2）近年の中国語教育における現実

　いよいよ新年度、中国語を続ける理由は、積極的に学びたいと考えた学生の中に単位が

欲しいだけとする学生も数人いるという、例年通りの結果となった。しかし、中国につい

て自由に書いてもらったところ、「反日暴動（2002年サッカーワールドカップ予選の重慶

での暴動に始まる一連の抗日運動）」「食の安全」「人権問題」「偽造・模造品」に対する嫌

悪を書いた学生が 20名中 6名もいた。中国語履修者が大幅に減るなど、ここ数年の中国

に対する若者の厳しい目は聞いてはいたが、過去 2年で無回答や「中国に興味はない」と

いう回答はあったものの、このようなマイナス点をわざわざ書く学生は私のクラスにはい

なかった。それが今年度は、無回答と「興味なし」をも含めると、実に半数以上の学生が

中国に対して特に良いイメージがないという結果になった。これはたった 1クラスの結果

ではあるが、ノーマルクラス全体の問題として捉えるべきであろう。

　それではなぜ中国語を続けるのか。やはり、就職する将来を見据えてのことである。サッ

カーの試合後の暴動にショックを受け中国に対してあまり良いイメージが湧かなくなった

当時の小中学生は、ここ数年の一連の事件・報道によってそれが決定的なものとなったよ

うである。今後もしばらくはこのような学生が出ることは簡単に予測される。しかし、世

界的不況の現在もなお中国の経済は成長を続けており、好き嫌いに関わらず大学では中国

語を学んだほうが良いと考える学生は、これ以上大きく数を減らすことはないだろう。と

はいえ、なにごとも興味を持って楽しく勉強できなければ続かないものである。2年生以

上が受講する中級ノーマルでは、どのクラスにも毎年、一度も出席しないまま終わる者が

数名、途中から出席しなくなる者も数名おり、これらを合わせると 5人前後から 8人前後

受講者が減ってしまうのが現状だ。始めから出席しない学生に対してはどうしようもない

にしろ、途中でやめてしまう学生に関しては、なんとか引き留めるようこちらも努力しな

ければならない。中国に対してあまり良い印象を持たない学生が以前より増えた今、この

ことは特に重要な課題である。

2.新方式での授業風景

　今年度のノーマルクラスでは、bでナマの使える中国語を中国人の先生から直接学ぶこ

とで、毎時間よい緊張感と充実感を味わうことができるはずだ。となれば、日本人班であ

る a では何ができるのか、考えなければならない。a は日本人が中国語を教える授業であ
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る。この強みは、我々自身が、学生と同じくこれまで中国語を学んできたという点にある。

これによって、少し複雑な文章を読むにあたり、どのような日本語との違いでつまずくこ

とがあるかなど、自身の経験を踏まえて学習方法を話すことができるはずだ。さらにこれ

にとどまらず、学生がどのようなところに興味を持ちそうか、あるいはどうすれば興味を

持って勉強を続けることができるかを、これも中国語学習経験者として、各担当者が自ら

の経験と照らし合わせ、推測しながら授業を進めることができるはずである。我々のやる

べきことは、学生に興味を持たせ、それをきっかけに 3年目・4年目と中国語を続けたい

と思うやる気を引き出すこと、あるいはやる気を育むことにあるのだ。

　以上から、aでは、初級文法も黒板に書き、それを丁寧に解説して学生の苦手意識を取

り除き、自信につなげようとしている。複雑化した文章についても、品詞を色分けする、

単純化した文例を示すなどしてやはり丁寧な説明を心掛けている。また、日本とは異なる

状況を目で確かめる機会も作る。たとえば、教科書でインターネットが話題になっている

場合は中国のサイトの画像を見せ、病院が話題になっている場合は中国の病院を特集した

テレビ番組の録画を見せるなど、各担当者がそれぞれに工夫している。それから、その話

題に沿った中国での自身の体験談を語るなどして、少しでも学生に中国を身近に感じても

らうことも大切だ。こうして教科書の内容に入りやすい状態にして、2週間に 1回は 100

字前後の文章を学生自身に自力で訳させるようにしたところ、前期に比べて後期は学生の

理解が数段速くなり、授業の進行もスムーズになったと実感している。また、意味を捉え

ながら 100字前後の文章を一人で朗読する練習を通じて、新たな文章を前にしても、中国

語のリズムに応じて一つ一つの単語や文法に学生自身が自然に気を遣うようになったと感

じられる。この点に関しては、bでしっかりと発音を行った成果との相乗効果といえるだ

ろう。その他、中国語で書かれたクイズを解く、中国語で歌われている日本の流行歌をそ

の歌詞を見ながら聴く、日本のアニメの中国名をクイズにするなどして、中国に親近感を

持たせようともしている。

3.ノーマルクラス aの役割

　新たな方式をとって 1年目、留学を何年も前に終えた我々教える側が、教科書の最新の

話題に戸惑うこともあった。すでに“浦島太郎状態”にあるといえる我々自身にも、今の

中国の情報にもっと敏感に反応して、変化し続ける中国を受け取ろうとする柔軟な姿勢が

必要なのである。ノーマルクラス aの最大の役割は、1年生で中国語を選択してなんとな

く続けようと考えた学生に、今後もずっと続けたいと思えるような環境を与え、彼らを次

の段階へと無理なく導いてやることである。これは、教える側が教科書の情報からどれだ

け話題を膨らませることができるか、“異文化中国”の今昔をどれだけ親近感が湧くよう

伝えることができるかにかかっていると、改めて感じている。
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Ⅱ－ 2 .「ノーマルクラス bの成果と問題点」
于　　耀明　

1.はじめに

　この授業の概要をシラバスから引用する。

講義名　中級中国語Ⅰ b・Ⅱ b

テキスト　是永　駿監修　張　美霞・陳　薇著『加油 !中国語』（郁文堂）

担当者　于耀明（講義代表）、劉暁嵐、佟岩、李玲、張軼欧、張蘭、金晶

講義の主題と目標　この講義は初級中国語が終了し､更に中国語の会話を身につけ、ステッ

プアップしようとする 2年生の諸君が対象である。テキストの各課の本文は、日本から中

国へ留学した学生が現地で日常生活を送るさまざまな場面より構成されている。習う言葉

の実用性が高く､ センテンスも短く、すぐに覚えられ､ すぐに話せるものばかりです。会

話が中心の授業ですので、まずしっかり発音の練習をし、言葉を覚え､ 相手の質問に受け

答え､ 自ら質問することができるように、確実に中国語でコミュニケーションできる力を

伸ばしていく。

2.この授業の成果

　1年間を通して、各クラスの担当教員は学生の中国語でコミュニケーションできる力を

伸ばすために、講義中最大限に発音練習と会話練習を繰り返して指導をした。結果として、

学生からは「母国語を中国語とする教員からの直接の指導を受け」、「会話や発音の練習が

きっちりして中国語の本当の発音を習得し」「十分に音読練習があってよかった」「たくさ

ん声に出して発音を練習するのはとてもよかった」「1年生の時よりも声に出して読む回

数が増えたので、前よりは発音もマシになった」とか、「発音や会話をよくするので眠く

ならずに集中できた」「発音の間違いをその場で先生が正してくれるので勉強になった」「授

業のペースや内容が分かりやすく、少しずつ中国語が身についている気がする」「この授

業は私が今受けている授業の中で一番緊張感があって集中できるので、力がついた」など、

アンケートを通していろいろと評価している。

　アンケートで、「授業中での音読・会話練習の量」について尋ねると、「十分だと思う」「もっ

と増やしてほしい」と 2項目の回答率は約 92%で、「この授業を受けた満足度」では、「十

分満足している」と「満足している」のプラス評価が 98%である。「現時点での自分の目

標の達成度」についての回答は、「簡単な会話が話せるようになった」が約 9%、「まだ話

せないが、話す努力をしたい」が 85%、「難しすぎるからあきらめたい」が 6%である。よっ

て、この授業を通して、多くの学生は授業中で積極的に発音や会話のレッスンに取り込み、

それぞれそれなりの学習効果が収めたと考えられる。

　クラスあたりの人数が 20人未満のため、授業中何度も当てられて、常に緊張感があり、

集中してよい勉強ができたと思われる。また、「教科書以外に中国についての話をしてく

れるのでよかった。もっと聞きたい」「中国の文化を知ることができ面白い。語学を含め、

興味が出てくるようになった」「教科書にない補足説明や豆知識をいろいろ紹介してくれ
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たので、知識が深まった」など、プラスアルファの効果も出たと考えられる。

3.この授業の問題点

　この授業で長期欠席者の多いことが 1番の問題だと考えている。履修登録者数が 125名

に対して、長期欠席者は約 27%の 33名にも上っている。これはこの授業特有の問題かど

うかは特定できないが、登録した学生を一人一人指導し学業を伸ばしてあげたいので、教

室に顔を出してほしい。

　アンケートで「1回の授業に使った予習復習の時間」について尋ねると、「1時間以上」

が 2%未満、「30分程度」が 40%、「ほとんどやっていない」が 58%強で、約 6割の学生

が予習復習はほとんどやっていないことがわかる。この項目については、クラスによって

結果が偏っている。たとえば、Aクラスで予習復習をしている学生の割合は 70%に対して、

Bクラスでは 30%、Cクラスでは 10%に過ぎない。これは単に学生の学習態度の差と言

い切れる問題ではなく、担当者の指導にも問題があると考えられる。きちんと宿題を出し、

そのチェックを行っているかどうかの問題ではないかと思われる。

　テキスト『加油 !中国語』の適正についてアンケートをしたところ、学生はほぼ全員が

適正だと答えた。だが中には、「ab別々の教科書を使うのではなく、ひとつに統一したほ

うがよい」とか、「文法中心、会話中心といったように分けたほうがよい」という意見も

見られた。教員のアンケートにも「できれば、現行の『加油 !中国語』（文法説明がかな

りの紙面を占めている）を会話中心のテキストに換えたほうがよい」という意見があった。

新年度のテキスト選定に考慮すべき建設的な意見だと思われる。

4.この授業の改善すべき点

　この授業に対する学生の満足度は 90%以上あった。だが、改善すべき点として、「読む

スピードが速いのでもう少しゆっくり」「（先生が）中国語を話す時、速すぎて聞き取れな

いことがあるのでゆっくり話してほしい」「授業のスピードが速すぎるので、もう少しゆ

とりをもたせてほしい」、逆に「授業の進む速度が遅い」など、少数ながら教師陣として

一層の教育効果のためには耳を傾けるべき貴重な意見もあった。

　教員側からは、授業設定の内容が多すぎて、それにテキストが会話専用のテキストでは

なく、文法解説の紙面も多くなっているために、会話練習の時間が十分に取れないことが

問題で、改善すべきだと指摘されている。この指摘は新年度のシラバス作成に考慮すべき

ことだと思われる。
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Ⅲ．基礎会話クラス　「基礎会話クラスの現状と問題点」

馬　　麗娟　

　「基礎会話クラス」は昨年度に設置されてから今年で 2年目を迎えた。今年度も昨年度

と同様に 3クラスが開講され、40人程度の受講生があった。筆者のほか、張応華先生、

張蘭先生がそれぞれのクラスを担当した。新しいテキストを採用したことを除くと、授業

の進め方はほぼ昨年度と同じで、成績の評価基準は統一された。授業の具体的な方法は各

先生に委ねた。

　新テキストの採用にあたって、まずは実用性であること、そして中国語経験者に向くこ

とを条件とした。しかし、実際に授業が開講したら予想外の状況が生じ、当初想定した進

め方を変更せざるを得なかった。

　予想外の状況とは、このようなものだ。筆者担当のクラスでは登録者数は 13名だった。

だがその中に中国語初級の履修者は 8名しかいなかった。残り 3名は一年生の時に中国語

を受講したが単位を落としていた。他の 2名は中国語以外の語学からの変更であり、中国

語の履修歴が全くなかったのだ。本来ならば、これらの学生は「入門会話クラス」又は「初

級中国語」の再履修クラスに入るべきであり、そのほうが彼らにとってより適当であるが、

さまざまな理由から「基礎会話クラス」に入ることになった。

　何人かの学生からの話によると、「入門会話クラス」に入る予定だったが、すでに満員

で入れなかった。友人がこのクラスにいるので、自分もこのクラスに入りたい。授業時間

が自分の都合に合っていた、などであった。前者については、筆者も「入門会話クラス」

を担当しているので、ある程度理解できる。

　「入門会話クラス」に対する学生の需要は非常に高く、筆者が担当している 3つの入門

クラスはいずれも登録者数は満杯であった。恐らく少々遅れたらもう履修登録ができない

のではないかと推測する。しかし実際に授業が始まると、クラスにもよるが、最初から授

業に出ない学生が大概いる。しかしこのような学生も履修登録を取り消さないので、クラ

スに空きが出ない。そのため本当に授業を受けたい学生が他のクラスに流れるしかないと

いう現状である。このような現象はほかの先生が担当するクラスでも見受けられた。教師

としては、どのような理由にせよ、せっかく基礎会話クラスに入ってきたのだから拒むこ

とをせず、ほかの受講生と一緒に授業を受けさせた。

　このために、受講生間に明らかにレベルの差が存在した。このままではテキストを中心

に授業を進行するのは無理だろうと考え、授業の進め方を変更することにした。授業は主

に中国語経験者を中心に進めつつ、未経験者にも考慮が必要である。できれば両者とも受

け入れ易い進め方を取り入れたいと考え、以下のような授業方法を取った。

　まず授業始めの 30分は主に挨拶や決まり言葉を練習する。その後はテキストに入り、

適宜中国文化についての紹介を加えて授業を進めた。また挨拶の言葉などについても、簡

単な内容をマスターしてから少しずつレベルアップし、応用範囲を広げていくようにし、

テキストの内容もできるだけ丁寧な説明を努めた。結果として授業進度は当初想定したよ

り遅くなったが、内容は分かり易く、より確実に覚ることができ、そのために学習意欲も
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良い状態で持続できたと考える。

　以上のように「基礎会話クラス」に中国語の未経験者が混じる可能性は、今後も十分考

えられる。そのためテキストを選ぶ際には、実用性があるだけでなくその難易度も考慮し

なければならない。しかしクラスが少人数であるからこそ、このような状況があっても調

整し易く細やかな対応もできたのだ。受講生は基本的に学ぶ意欲があり、非常に教え易い。

これは授業がうまくいくための大きな要因である。このような学生がもう少し増えればと

願いたい。

　「基礎会話クラス」は開講して 2年目だが受講者数はあまり大きな変化がなく、横這い

である。特に「入門会話クラス」と比べるとかなりの差がある。もちろんその理由は一概

には言えない。しかし、受講生増加のためには 1年生の中国語受講生に対してもっと宣伝

する必要があると考える。同時に、中国語を学ぶ楽しさをもっと実感できるチャンスも必

要かもしれない。

　1年生用の「入門会話クラス」を担当していて非常に気になるのは、1クラスの受講者

数が多いことである。登録者 25名では、全員が来なくても（実際に登録者全員が出席す

ることはほとんどなかった）、「初級中国語」クラスの人数と同じである。そのため会話ク

ラスでありながら、それほど充実した会話練習が行えないのだ。また、受講生の受講意欲

もばらつきが大きい。受講者がより確実にそして楽しく学び、より長く続けるにはまずは

「入門会話クラス」のクラス受講者数を減らすことあるいはクラス数を増やすことが望ま

しい。

終わりに

　2009年 12月、検定クラス受講生の受験結果に落ち込んでいたところ、嬉しいニュース

が舞い込んだ。本学で使用している初級用テキスト「みんなの中国語　第一歩」「同　第

二歩」だけを繰り返し勉強して、3か月間で検定試験準 4級と 4級に同時合格したという

一般の方（50歳、男性）のお便りである。このテキストは、本来検定試験合格を念頭に

おいて作成したものだったので、作成者としては安堵した。

　検定クラスの受講生の合格率が悪いのは、決して初級のテキストが悪く、基礎力が不足

しているからではない。やはりやる気の問題なのだ。だが、実はそれがもっとも難しい。

どうすれば彼らの向学心を維持させることができるのだろう ?

　本報告からは、現場で奮闘する担当者の姿が浮かび上がった。検定クラスは受験結果が

一目瞭然である。検定クラスは責任が重いからと、担当を渋る先生もいるなか、池田先生

には科目創設以来ずっと担当をお願いしている。例年教材を補充し、到達度別クラスを編

成しと工夫を重ねているのに、結果が出ない。担当者としての焦燥ぶりが報告から伝わり、

こちらも申し訳ない気持ちになる。だがこのクラスは本学中級中国語教育の大きな特徴の

1つであり、これまでの歴史もある。なんらかの形で継続したいと考えている。

　ノーマルクラスでは他クラスとの運営のバランスをとろうとして、まとめ役に徹する傍

島・于両先生の奮闘ぶりが、ありがたい。受験勉強ばかりの検定クラスが辛いのであれば、
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ノーマルクラスをベースに、一部で検定試験対策を行うクラスの設定もあり得るのかもし

れない。

　また 2年生用に設定された基礎会話に中国語の未経験者が入っていることは、馬先生の

報告で教えられた。この状況を解消し、基礎会話クラス本来の人数を増加させるためには、

入門会話クラスの増加が必要だという提案は拝聴に値する。また 1クラス 25名という入

門会話クラスの定員数については、至急再考する必要があるだろう。

　現場を離れると、やはり見えなくなるものが多い。そのことを常に心に留め、非常勤の

先生方と連絡を密に取りながら、諦めることなく本学の中国語教育を考えて行きたい。
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はじめに

　2006年に共通教育機構で外国語科目設立から 3年。今年、もっとも運営が懸念されて

いた上級クラスが立ち上がった。もともと 1000人ほどいたはずの中国語の履修生のうち、

2年後も学修を続けている者がどれほどいるのだろうか。彼らは意欲を持って授業に向

かってくれているのだろうか。ここで報告するのは実用中国語Ⅰ･Ⅱ、中国語会話Ⅰ･Ⅱ、

中国語リーディングⅠ･Ⅱである。それぞれ KACと KPCで 1コマずつ開かれている。

　3年前、筆者はこれらの授業についてシラバスで以下のように書いた。

　第 5セメスター（3年次前期）・実用中国語Ⅰ、中国語会話Ⅰ、中国語リーディングⅠ

　実用中国語Ⅰでは、中国（人）を相手にするビジネスマンにとって、不可欠な中

国についての知識を学びます。中国（人）と付き合う上で私たちの無知が引き起こ

す無用の衝突を避けるために、中国の社会、文化、歴史、習慣や中国人のものの考

え方などを学びます。所詮言葉は道具であり、それを使うのは人間です。言葉だけ

が流暢でも、相手への尊敬のないところに望ましいコミュニケーションは生まれま

せん。相手を正しく理解することが、あなたの語学力をさらに生かすためには必要

なのです。この基礎の上に立って、中国語会話Ⅰで話す・聞く能力をレベルアップ

させ、中国語リーディングⅠで読む・書く能力を引き上げます。

　第 5セメスターの授業を終えるころには、普通の中国人が読んでいる新聞、雑誌、

小説などを、辞書をひきさえすれば理解できるという読解力が身につきます。これ

らのプログラムを終えた夏休みに中国へ語学研修留学に行く学生は、例外なく帰国

後飛躍的に力を伸ばし、中国への興味も強くなります。苦手だったリスニング力が

進歩し、自信を持って中国語会話に挑むようになります。

　中国語リーディングⅠの授業で身につけたボキャブラリーが、中国語会話Ⅰで生

きてきて、実用中国語Ⅰで得た知識によってそれが中国人とのコミュニケーション

において有効に利用される。この 3科目は有機的に結びつき、受講生の語学力を飛

躍的にアップさせてくれます。この時期の終了時目標は中国語検定 3級から 2級レ

ベルに設定しており、この授業には中国語を就職の武器として考える積極的な学生

*神戸学院大学人文学部教授　　**神戸学院大学人文学部非常勤講師

2009年度中国語上級教育における実践報告

中山　　文 *，于　　耀明 **，山本　透江 **，上田なおみ **

池田磨左文 **，谷口　高志 **

（2010年 1月 12日受理）　
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が集まります。

　ここで筆者が強調したかったのは、実用中国語という科目の位置づけである。この授業

に対応する科目は独・仏・朝鮮語では最初から設定されていない。筆者はこの授業を単な

る語学の授業ではなく、ナマの中国を知るきっかけとなる授業として設定したかったのだ。

　この授業について、担当者には中国語でメールが打てるようにすること、中国語で書か

れたネットサイトにアクセスし、検索ができる力をつけることだけをお願いし、それ以上

のことは担当者に委ねた。週 1度の授業で中国の現状をすべて知ることなどできない。疑

問が湧いたら、そのつど自分で検索する。社会にでて中国（人）相手に働くときには、そ

の力が最も役に立つ。中国語リーディングと中国語会話では語彙力と応用力を高める。こ

の 3つの授業により、総体的に中国語の実践力が高まる、というのが筆者が描いた理想像

だった。

　この目論見はどのような結果を収めたのだろうか。ここに担当者による、各担当科目の

実践報告を残したい。

Ⅰ．実用中国語Ⅰ ･Ⅱ

Ⅰ－ 1「KACにおける実用中国語の課題と反省」
池田磨左文　

1.「実用中国語」科目開設の目的

　神戸学院大学「実用中国語」は、2009年度、3年生を対象として新たに開講された科目

である。

　神戸学院大学では、初級外国語科目として中国語を選択する学生は少なくない。2年生

以上で中国語科目を引き続き受講している学生は、初歩的かつ不完全であるにせよすでに

一定の中国語を習得した、あるいは習得しつつある学生である。

　ところで、私たちは学生に中国語を教える一方で、学生が中国語を生かして中国に関す

る情報を得たり、中国の状況を理解したり、中国のことについて積極的に発信したりする

ことのできるような方策を彼らに授けることができているだろうか。筆者は 1年生を対象

とする「初級中国語」、および 2年生を対象とする「中級中国語（検定クラス）」の授業も

担当しているが、自分の担当する授業に限って言えば、それに成功しているとは言い難い。

多くの学生の中国に関する知識の少なさや関心のなさについてはしばしば伝聞するところ

であるし、また筆者自身の実感するところでもあるが、学生が中国語を活用できていない

とするならば、私たち中国語を教える立場の人間もその職責を十分に果たしていると言う

ことができない。

　「自分たち中国語教師の仕事は学生に中国語を教えることであって、学生に中国語を活

用させることにまで責任を負わされてはかなわない」という声も聞こえてきそうである。

しかし、そうであろうか。
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　神戸学院大学の中国語科目は専門科目ではなく、いわゆる教養科目として位置づけられ

ているものである。神戸学院大学から学生や授業担当者に配布されている冊子に、次のよ

うな記載がある。

　共通教育を学ぶねらいは、二つあります。ひとつは、急激に変化し対立と混迷を深

める世界情勢の動きを広く大きな立場から読みとる力を身につけること、そして、も

うひとつは、新しい基礎知識を積み上げて着実にワンランク上の自分を築くことです。

このふたつは、いわば車の両輪のようなもので、いずれの学修が不十分でも、大学生

として大きく伸びていくことは期待できません。（神戸学院大学・共通教育機構『共

通教育はやわかり　2009』p.5）

　同冊子によれば、中国語科目は 1年次から 3年次を通して「リテラシー科目群」に属す

る「外国語分野」の一つとして位置づけられており、「外国語分野」を含む「リテラシー

科目群」の「到達目標」は「大学での学修に必要な基礎的な技能や教養の修得」・「社会人

として必要な基礎的な思考力・実践力の修得」とある（同上、p.10）。中国語科目を含め

た外国語科目が神戸学院大学においてこのように位置づけられている以上、神戸学院大学

で中国語を教える私たちもそのことを十分に意識しながら教育を行なっていくべきであ

る。

　「実用中国語」はまさにそのことを念頭に置いて開設されたものと筆者は理解している。

神戸学院大学で中国語科目を初級・中級と履修した程度では、学生がそれを活用して中国

に関する情報を得たり、中国の状況を理解したり、中国のことについて積極的に発信した

りすることは容易ではないだろう。しかし、その状況でも、私たちは学生が中国に関心を

持ち、中国への理解を深めるように仕向けていかなければならない。その努力がなければ、

神戸学院大学における中国語教育は意味を持ち得ない。

2.教材とその使用方法

　中級までの学習者を対象に週 1コマの中国語授業を行なったところで、それだけによっ

て実用に耐える中国語を学生に身につけさせることはきわめて困難であると考え、限られ

た条件の中で中国語の学力を無理に向上させようとするより、むしろ中国語を学習するた

めの動機づけを中心に据えた授業を行なうことにした。そこで材料にしたのが中国で放送

された連続テレビドラマである。これを鑑賞させることによって中国語学習への動機づけ

を行ない、さらには様々な問題に中国人がどのように対処しようとしているのかを知らせ

ることができるのではないかと考えたのである。

　『請譲我来幇助你』（何かお手伝いをさせてください）と題する連続ドラマが、2004年

に中国中央電視台（テレビ局）で放送された。これは、中国共産党の青年組織である共産

主義青年団と中央電視台（テレビ局）とが共同制作をし、共産主義青年団中央青年ボラン

ティア行動指導センター・中国青年雑誌社・中国青少年オーディオビジュアル出版社が撮

影を担当した、中国で初めてボランティアをテーマとした連続テレビドラマで、携帯電話
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メール詐欺事件・毒入り調味料事件など中国の庶民が遭遇する問題をボランティアが周囲

の人々を巻き込みながら解決していくという筋書きである。その VCDを教材に使用した。

　ドラマ 1篇の放送時間は約 45分間、それぞれに 1つのエピソードが描かれており、全

18篇から成る。4回の授業を 1つの単位とし、3回の授業で 3篇を鑑賞したあと、1回の

授業の中でレポートを作成し提出することを求めた。レポートは授業の中で完成させるこ

ととし、宿題にはしなかった。前期の実用中国語 Iで前半の 9篇、後期の実用中国語 IIで

後半の 9篇を見ることにした。以下、『シラバス』から授業計画を抜粋する。

　実用中国語Ⅰ

　　講義番号　主題 内容

　　1回目 導入 ドラマ内容の紹介とコンピュータで

中国語を扱う方法の指導

　　2回目 第 1集 「胡同（フートン）」にボランティア

ステーションが来た

　　3回目 第 2集 ボランティアを募集する

　　4回目 第 3集 献血で人助けをする

　　5回目 第 1集から第 3集までのまとめ レポート作成・提出

　　6回目 第 4集 リストラされた課長、職探しをする

　　7回目 第 5集 携帯メール詐欺犯を捕らえる

　　8回目 第 6集 女性を狙う誘拐犯を捕らえる

　　9回目 第 4集から第 6集までのまとめ レポート作成・提出

　　10回目 第 7集 旅行者を「胡同（フートン）」に案

内する

　　11回目 第 8集 「かんしゃく」持ちのおじいさん、

ボランティアになる

　　12回目 第 9集 老先生、娘がボランティアとしてチ

ベットに行くのをゆるす

　　13回目 第 7集から第 9集までのまとめ レポート作成・提出

　　14回目 まとめ Celebに上げられたレポートを全員

で検討する

　実用中国語Ⅱ

　　講義番号　主題 内容

　　1回目 導入 ドラマ内容の紹介とコンピュータで

中国語を扱う方法の指導

　　2回目 第 10集 何世代にもわたる「かたき」同士、

ついに仲直りをする

　　3回目 第 11集 「ニセ」ボランティア、人助けをす

る

　　4回目 第 12集 被災地に贈った救済物資に「ヘソク
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リ」が入っていた

　　5回目 第 10集から第 12集までのまとめ レポート作成・提出

　　6回目 第 13集 都会生活に疲れた女性、山村の貧困

地区に行きボランティア教師になる

　　7回目 第 14集 「毒入り調味料」、騒動を起こす

　　8回目 第 15集 姑は嫁を思い、嫁は姑を思う

　　9回目 第 13集から第 15集までのまとめ レポート作成・提出

　　10回目 第 16集 菜食主義の日本の子供に動物保護の

本当の意味を悟らせる

　　11回目 第 17集 ボランティア精神、「カネの亡者」

の心を動かす

　　12回目 第 18集 旅立ちと別れ

　　13回目 第 16集から第 18集までのまとめ レポート作成・提出

　　14回目 まとめ Celebに上げられたレポートを全員

で検討する

　1回 90分の授業を、次のように構成した。

（1）『新華網』に載った 1篇ごとの梗概に筆者がピンインをつけたものを印刷して配

布し、これを筆者が解説した上で、全員で一通り発音する。

　　（梗概の出所 : http://news.xinhuanet.com/ent/2004-06/22/content_1539359.htm）

（2）ドラマを鑑賞する。台詞については筆者が同時通訳や逐語訳を行なう。事件やそ

の背景について筆者が適宜解説を加える。また、台詞中の語句や表現のうち、興

味深いと思われるものを筆者がいくつか取り上げて説明を施す。

（3）各単位 4回目の授業では、それまでに鑑賞した 3篇から興味を覚えた事件やエピ

ソードを学生が自ら選び、主に中国語で書かれたホームページをたどりながら自

分の感想をまとめて、レポートとして提出する。

3.課題と反省

　テレビドラマを鑑賞することによって中国語を学習するための動機づけを行なうととも

に、様々な問題に対して中国人がどのように考え、対処するかを知ってもらおうと思った

のだが、その目論見はもろくも崩れた。

　受講者が少なかった。履修登録をした学生が、前期の「実用中国語Ⅰ」では 6人、後期

の「実用中国語Ⅱ」では 5人しかいなかった。前期の授業では、かなり早い時期から受講

者が 2人になり、最後まで受講して期末試験を受けたのもこの 2人だけであった。後期に

至っては、授業に出席している学生は 1人しかいない。結局レポートを全員で検討するこ

ともできなくなり、ただドラマを鑑賞するだけになってしまった。これでは学習効果を検

証することも不可能である。

　前期・後期を通して授業に出席し続けている学生は 1人だけになってしまったが、幸い

なことにその学生からは中国語の習熟度に一定の向上が見られる。毎回、ドラマを鑑賞す
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る前にその梗概を読んでいるのであるが、全 18篇の梗概は字数にして 4700文字を超える。

教材用に書かれたものではないこれだけの量の「ナマ」の中国語を読んだのは、この学生

にとっておそらく初めてのことであろう。読み進むにつれて、音読が見違えるほど流暢に

なってきているのが認められた。

4.結び

　前期授業の 2回目が終わったとき、ある学生が「くどい !」という一言を発しながら教

室をあとにし、その学生はそれきり姿を見せなくなった。今となってはその言葉の意味を

確かめる術もなく、推し量るしかないが、中国ドラマの台詞の情報量が日本のそれより遙

かに多いことが、その学生に「くどい !」と言わせたのではないかと思われる。

　筆者の同時通訳あるいは逐語訳がまずかったことも否定できないが、授業中の様子から

判断すると、中国人同士の会話に含まれる情報量の多さそのものに拒絶反応を示したとい

うのが本当のところであろう。中国人の発想そのものへの拒絶反応と言ってもよい。

　教える側にしてみれば、そうであればなおさら引き続き授業に出席してドラマに向き合

い、中国人の発想を正面から受け止めてほしかった。それが異文化を理解する第一歩なの

だから。もしかしたら、中国や中国人・中国語とどのように関わるかという問題などでは

なく、自分とは異質なものを受け止める能力が低下している、あるいは異質なものを受け

入れる容量が小さくなってきているのかもしれない。

　学生にとって 2009年度「実用中国語」の教材や授業方法は、日本人の口に合うように

アレンジされた中国料理しか食べたことのなかった学生にいきなり本場の中国料理を、し

かもフルコースで食べさせようとするようなものだったのかもしれない。学生の拒絶反応

を責めるわけにもいかない。拒絶反応が出ないように配慮すべきであった。その配慮が授

業担当者の筆者に欠けていたというのが、一番の反省点である。

Ⅰ－ 2「KPCにおける実用中国語の現状と課題」
谷口　高志　

1.はじめに

　KACと同様、KPCでも今年度より「実用中国語」の授業が開講された。新たに始まる

講義ということで、学生がどれほど集まるか不安であったが、果たして履修登録者は計 7

名に止まり、そのうち継続的に授業に出席し続けたのは 6名であった。少人数で授業を行

えるというのは利点も大きいが、来年度はより多くの学生の参加を期待したい。

　本講義の目的は、中国語の学習ではなく、今の中国の有り様を知ることである。現代中

国に関する様々な話題を提供し、中国についてより深く考える契機となるよう授業を行っ

た。2004年、中国でゴールデンタイムに放送された連続ドラマ「請譲我来幇助（ni）」を

観賞し、その解説を通じて中国社会の現状を学んでいくことを授業の縦軸としたが、ドラ

マの主内容から脱線したこともしばしばあった。時には一人っ子政策や改革開放政策、天
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安門事件（2009年は事件発生後 20年目という節目の年であった）といった政治的な問題

を学生たちに考えてもらい、また時には、中国における「点菜」の仕方や、旅行計画の立

て方といった実用的な課題に取り組んでもらった。硬軟の話題を取り混ぜることで、中国

に対する関心が幅広いものとなるよう考えたためである。

2.講義の特色と現状

　この講義の大きな特色は、毎回、PCが完備された情報処理室で授業を行うという点に

ある。PCの使用は授業を進めていく上で、想像以上の利便性をもたらしてくれた。授業

で取りあげた言葉をネット上で検索し、記事や画像、動画の閲覧を通して自力でその意味

を調べる、という課題をしばしば与えたが、「百度辞典」や「維基辞典」などに記載され

ている文章を読めば比較的容易に言葉の大意を理解することができる。もし記事の文章を

いまひとつ理解できなかったとしても、簡単な言葉であればそれに関する画像や動画を探

し当てさえすれば、たちどころにその内容を把握できてしまうのである。

　こちらがある言葉に解説を加える際にも、記事だけでなく、画像や動画を大いに活用し

た。例えば「集体相親」について説明したとき、体育館で男女の一群が逆方向に進んでい

く現場の動画を見せたが、これは学生たちにとってかなり衝撃的だったようである。また、

北京への旅行計画を立ててもらった時などは、先ず上海からの電車の「車次」や「票価」

を調べ、その後に写真を閲覧しながらホテルや観光地を選ぶといったかたちで課題に取り

組ませたが、このように、自分たちで探し得た情報を取捨選択しながら 1つの計画を組み

立てていくという学習の仕方も、PCがあればこそ容易に可能となるのである。

　勿論、ネットはその情報の信憑性、現実性など多くの問題をはらんでいる。だがそれら

を差し引いたとしても、ネットの使用が今後中国を知るための重要な窓口の 1つであり続

けることは間違いない。ネットの有用で安全な使い方を伝えていくことが教員の側の責務

となるだろう。

　なお、初回の授業で、「雅虎（中国版 yahoo）」のメールアドレスを取得してもらい、そ

れ以後は、授業で出した課題について学生たちが自ら調べたこと、考えたことを授業中に

メールで送信してもらうというスタイルを取った。そのメールの内容と期末試験の結果を

総合して、各学生の評価をつけることとした。

　どのような期末試験を行うべきか、これも悩みどころであったが、結局、中国語のサイ

トを閲覧したり、メールを使ったりする上で知っておきたい単語の意味を答える問題と、

社会的・政治的な話題について記述する問題を出題した。

　試験の結果と、授業改善アンケートなどを見て感じたのは、殆どの学生が今の中国の社

会的・政治的背景について深く知りたいという欲求を持っているということであった。学

生たちはこれまで 2年間（ないしは 1年間）中国語を勉強し続けてきたものの、そもそも

隣国の現状についてあまり多くの知識を持ち合わせておらず、特に中国の近現代史につい

ての知識は皆無に等しかった（恐らく高校の世界史の授業などで学習する機会もなかった

のだろう）。だがそれ故に、急速に経済発展を遂げ、存在感を増し続ける中国についてしっ

かりと学びなおしたいという欲求もまた強いようである。
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　改革開放政策や社会主義市場経済に関してごく簡単な解説をしただけでも、彼らは新鮮

な興味を抱いてこちらの話を聞いていたように感じられた。もっとも、政治的な問題を取

り扱うことにはある種の難しさがつきまとい、例えば「天安門事件」という語がネットで

検索できないことを確認してもらった時には、さすがに多くの学生が中国への嫌悪感・不

信感を覚えたようだったが、そのような負の側面も含めて中国の今を分かりやすく、かつ

丁寧に説いていく必要があるだろう。

3.講義の課題

　今後の課題は数多くあるが、とりわけこちらが困惑したのは、授業を進める上で学生の

語学力の不足をどう補うか、という問題であった。ネットで記事を探し当てても、ある程

度の中国語の知識がなければ、それを理解することは当然できない。中国語でメールの文

章を打つという課題に取り組んでもらっても、自動翻訳サイトに頼るばかりではあまり意

味が無い。

　中国語を活用することと中国に対する理解を深めること、この両立は思いのほか難しい。

改革開放について考えてもらった際には、「不管白猫黒猫～」といった比較的理解しやす

く記憶に残りやすいであろう文句を先に紹介し、中国語を通して中国を学んでいけるよう

心がけたが、そのような試みがどの程度成功したか甚だこころもとない。

　また PCの操作そのものに不慣れな学生が何名かいて、中国語の入力方法や「雅虎」メー

ルのログインの仕方などをなかなかマスターしてくれず、課題の進捗具合にずれが生じる

ことが度々あった。今年度は受講者が少人数だったので対応できたが、受講者の数が増え

れば更なる混乱が予想される。今後は、操作方法のマニュアルを予め作っておき、紙媒体

でそれを配布するなどして改善を図りたい。

　最後に。一口に中国を知ると言ってもこれはなかなか容易なことではなく、授業時間内

にできることも限られている。結局のところ、授業での学習を通して、中国のことを自発

的に知ろうという意欲を持たせること、新聞やWeb上で中国に関する記事を見かければ

それが何であれ先ず読んでみようというという好奇心を育ませることが、この授業が目指

すべき到達点だと思われる。そのための試行錯誤を今後も積み重ねていかねばならない。

Ⅱ．中国語リーディングⅠ ･Ⅱ

Ⅱ－ 1.「KACにおける中国語リーディングⅠ ･Ⅱの授業運営報告」
山本　透江　

　2007年度から 3年目を迎える共通教育機構に、新たに開講された 3科目のうち、当講

義は「読解力の向上と中国へのさらなる理解」を主目的としており、KACでの受講者は6名、

前期は進度・試験共に KPCと同じである。

　授業進行はシラバスに従いながら、以下のようにした :
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（1）教科書『天津ダイアリー』内容に沿った講義・学習

　「日本人留学生の日記文」「文法解説」「小会話」「練習問題」という構成で、文法解説

を行ったのち、分量の多い「日記文」は事前に毎課ごと 4名に割り振り、訳出させた。

（2）時事・文化などについての補足解説

　天津市・南開大学での留学生活を題材にした教科書ということもあり、関連事柄や周

辺地域での状況などを紹介した。

（3）DVD鑑賞（毎回 20分程度）

　国内の地域・民族・文化など多岐にわたる素材を扱った映像を鑑賞した。受講者は、

日常生活に関わる題材に興味が集中していたようであった。

　2007-2008年度の成果で、発音や読解力は確実に向上している。ピンインは正確に読み

こなせているし、まとまった文章や会話にあたっても、細かい語彙の知識や予習がなくと

も、前後の文脈で何とか読みこなせるだけの地盤もでき始めている。予習の要求は「わか

らない単語があれば」のみ。前期に関しては、出席率も安定していた。

　後期は、11-12月にかけて 3年生向けの就職ガイダンス等行事が重なり（水曜 4限）、授

業が成立しない日が出てしまい、その多くを自習やレポート提出に代えざるを得ず、進度

もシラバス通りに行うのは困難となった。よって副教材として『アクティブ中国』（朝日

出版社）の「農民工（農村部から都市部への出稼ぎ労働者）」「白領階層（都市部の年収の

比較的多いホワイトカラー）」をテーマとした文章を読み、中国の都市部の現状を解説した。

　今後も受講者の要求に応えうる授業を提供し続けるのは、この 3年次相当開講科目の課

題ではなかろうか。

Ⅱ－ 2.「KPCにおける中国語リーディングに関する授業報告」
上田なおみ　

1.はじめに

　3、4年生を対象とした中国語のリーディングの授業を受け持ち、そのリーディングの

授業内容を考えて欲しいとの依頼があった際、神戸学院大学での中国語の授業の中でリー

ディングの授業をどの様に位置づけようとされているのかと問い合わせた。すると、「最

終目標は中国語を話すようになることであるが、その話すようになるためにはきちんとし

た文章を読まなければならない。きちんとした文章を読む、そのような授業にしたい。た

だし、教材を選ぶ時は漢字のみではなく、ピンイン付きの教材でなければならない」との

回答があった。私はその意見になんら反論する余地もないので、即作業に取り掛かった。

　まず授業目的は、話すことが最終の目的なのであるからやはり文章は音読できなければ

なるまいと考え、文章を読解し、その文章を読み・声調共に間違えずに詰まる事なく音読

することと決定した。次にテキストを選定した。その選定条件として、文学的・情緒的な

文体で書かれたものではなく、文法的に説明が可能で明瞭な文章であり、内容は学生に身
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近な題材を取り上げ、350字程度で書かれているものとし、さらに対話の文章及び練習問

題があり、1年間で 1冊終れるものとした。そして評価方法についてである。評価の割合

は平常点 30%、テスト 70%とし、平常点は会話ではなくきちんとした文章を詰まる事な

く読むことを目的としているので、発音テストと称し、半期に 2回ずつ使用テキストの本

文の中から各自で選択させ、朗読を実施し、ピンインの読みに間違いがあるか否か等で採

点し、その点数を平常点とした。以下では、以上の条件の下で授業を進めた結果に対する

所見を述べていく。

2.授業の現状について

　さて実際の授業の様子に関して述べていく。履修登録者は 5名であるが、5名のうちで

出席者は 3名で、その 3名のうち 2名は全出席と、熱心な学生に囲まれて授業を進めるこ

ととなった。授業は、テキストが 8課で構成されていたので、2009年度シラバスに紹介

されている様に、3週間かけて 1課を進んだ。テキストの“復習”や“ポイント”の説明

及び例文の日本語訳に関しては教える側が一方的に講義をするが、“本文”・“対話”・“練

習問題”に関しては、次回の授業進行範囲を必ず予告し、予告した範囲を全て予習させた

上で“次回”の授業時に指名し学生に担当させ、その箇所を中国語で読み日本語に訳すか、

又は、問題に答えさせるという作業を繰り返した。学生が担当した箇所に関しては、文の

構造の解読難により、訳に多少の間違いがあり訳せなかったとか、発音に慣れておらず読

み方を間違える等と、初級事項の説明をすることもあったが、予告した範囲を授業時間内

に終れないということはなかった。

　丁寧にテキストを進めても、時間に余裕が生じたので、話せるようになるためには聴く

力も持たなければならないとの考えと、学生から要望もあり、余剰の時間で中国語検定試

験対策と称し、リスニングを扱うことにした。このリスニングでは、使用テキストの半分

量、180字程度に相当する文章を扱った。その進行方法は、リスニングで扱う文章の CD

を流す前に問題を配布し、その問題より文章の内容を予め推測させ、その後、“文章→問題”

の順で CDを 2回流した。CDを 3回目流す際には、プリントしたリスニング対象の文章

を学生に配布し、その文章を参考にしながら進めた後、解答した。リスニングに関しては、

正解率は 60%程度であったが、単語の定着率が良くなく“意味”よりも“音”で答えを

聴き分けているという印象であった。

　また定期テストに関しては、テキストのみからの出題であると言い切っていたのも影響

したのか、90点以上としっかり勉強したという印象を受けた。以上で前期を終了した。

　次に後期の授業に関して述べていく。授業の進め方は、3週間かけて 1課を進み“復習”

や“ポイント”の説明及び例文の日本語訳に関しては教える側が一方的に講義をし、“本

文”・“対話”・“練習問題”に関しては、次回の授業進行範囲を必ず予告し、予告した範囲

を全て予習させた上で“次回”の授業時に指名し学生に担当させ、その担当箇所を中国語

で読み、日本語に訳すか、又は、問題に答えさせ、余剰の時間でリスニングを扱う等、前

期と同様である。

　しかし、学生の出来具合は前期と比べると、担当するテキストの日本語訳に関しては双
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方とも修飾語の掛かる位置の取り違えが出る程度で、全く間違うということはなく、リス

ニングに関しても 180字程度の文章を終了した後、2言の会話に関するリスニングをする

と 8割以上の正解率と進歩が見られた。ただし、発音に関しては双方に少し違いが生じた。

1人はピンインを見て読み方も声調も間違えることが少なくなり、詰まらずゆっくりと読

めるようになり進歩が見られたが、もう 1人はピンインの読み間違えや声調の取り違えが

前期と変わらず、進歩が見られなかったのである。発音の出来具合に個人差が出るのは仕

方のないことだと考えても、前期テストの結果からすると、前期に“読み・聴く”の繰り

返しを双方とも同じように学習したのだから発音がある程度のレベルにまで達し、もう少

し出来具合に差がなくてもよいと考え、各学生に今まで受講した中国語の授業について話

しを聴いた。

　発音に進歩が見られた学生は、「かなり音読させられました」と答えたが、発音の苦手

な学生は、「初級の時に“ピンインが読めなくなるのでピンインに振り仮名を打ってはい

けません。私の真似をして下さい”と教えられ、音読することも少なく、今だピンインが

読めない所が有り、発音することが至極嫌だ」と答えた。読めないのにどの様にして日本

語訳をするのかと不可思議に感じたので、再び発音の苦手な学生に質問すると、「日本語

訳は漢字のみで訳している」という返答であった。発音の良くない箇所及びピンインの読

めない箇所は日本語訳の出来具合も良くないので、「今からでも遅くないので、読めない

ピンインには振り仮名を打ち、その読めないピンインが読めるようになれば振り仮名を打

たなければ良い」と指導した。発音の苦手な学生は努力していた。

3.まとめとして

　中国語で話せるようになるために中国へ留学する人が多いが、留学に頼らないで話すよ

うになるためには、多くの中国語の文章を読み、多くの中国語を聴き、口にするしか方法

はないであろうし、さらに中国語の力を伸ばすには中国語を多く聴き、中国語の文章を多

く読むことしか方法はないと常々考えている。

　最近我が母校のいわゆる“OB会”に参加する機会があり、その際ある商社を定年退職

され中国語が話せる方が、「中国語を上手くなろうとすると大学 1年生の時に使用したテ

キストに戻っている」と話されていたが、リーディングの授業においても、初級時で学習

している発音が出来ない箇所は日本語訳も出来ないので、やはり初級の段階で発音をしっ

かり身につけておかなければ、後の進歩は難しいと考える。留学せずに中国語を話すよう

になるには多くの中国語を聴き、多くの中国語の文章を読むという相当な労力が必要であ

り、時には「中国には方言が多くあり、勉強しても仕方ない」という意見も耳にすること

があるが、話されている言葉の中で、どれが中国語の標準語（普通話）で、どれが中国語

の標準語（普通話）でないのか聞き分けられる能力を持つことだけでも充分意義があると

考える。リーディングの授業が、その能力を持つための役割を果たせ、異なる分野の方々

にも納得される様な授業になることを期待する。
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Ⅲ．中国語会話Ⅰ ･Ⅱ（KAC・KPCとも）
于　　耀明　

1.はじめに

　この授業の概要をシラバスから引用する。

講義名　中国語会話Ⅰ・Ⅱ

テキスト　黄　漢青・杉野　元子著『大学生のための現代中国語 12話・Ⅱ』（白帝社）

教員名　于　耀明

講義の主題と目標

　この授業は中級中国語を終了し、更に中国語会話の力をステップアップしようとする 3

年生の諸君のために、用意した課目である。会話の授業に参加することで、これまで身に

つけた中国語をいっそう磨き、ネーティブの講師と会話をし、意見を述べ合って、確実に

中国語のコミュニケーションの力を伸ばしていく。テキストの各課にはさまざまな人物が

登場して、家庭、学校、職場などの場所での会話を展開している。会話の文には日常よく

使う表現や語彙がたくさん盛り込まれている。単に語学の勉強をするだけではなく、会話

を通して現代中国に暮らす人々の考え方や価値観、悩みや本音などを知り、現代中国の文

化､ 社会についての関心と理解も深めていく

2.この授業の成果、問題等

　アンケートで見たところ、この科目の受講者の受講動機と目標は非常にはっきりしてい

て、勉強の意欲も強いことが印象的である。1年間の勉強を通して、受講者からは「実用

的な会話の文句が学習できて良かった」「会話をしっかりやっている」「少人数なので効率

良くできた」「中国語を生で聞く機会ができ非常に良かった」「楽しく勉強ができた」「中

国についての話も聞けるので楽しむことができた」「会話の練習だけではなく文化につい

ても知ることができた」と評価されている。学生の評価を力に変えて、次年度からでもいっ

そうの教育効果を求めるべきだと考えている。

　この科目は本学の中国語教育としての上級科目なので、受講者の中国語会話の力をどう

しても伸ばしてあげなければならないと思い、4月から気合を入れてやり始めたのだが、

選択科目の性質もあったと思うが、勉強が少しきついと感じて辞めた学生がいた。その学

生の友達を通して教室に呼び戻す試みをしていたが、実りはなかった。悔やまれる出来事

だった。次年度から会話科目の教育にもっと工夫をし、学生が途中であきらめずに勉強を

続けていけることにも力を入れていくつもりである。

終わりに

　2009年度、ここで報告したすべてのクラスで履修生は 10名以下だった。予想していた

とはいえ、やはりさびしい結果である。来年度以後もこの状況が続くのだろうか。総合企

画会議（2007年 2月 10日開催）了承事項として、開講科目の見直しについては次のよう
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に定められている。

・単独開講科目の見直し

　単独クラスで開講されている科目において、履修登録確定による 2年間の実績履修者数

が、2年とも 10名以下の場合は、科目特性を考慮の上、統廃合を行うべく教務・入学センター

所長と学部長及び機構長で調整する。

　この規定によると、2010年の結果次第では上級クラスについて再考が迫られる。

　本報告で分かるように、今年は試行錯誤の年であった。そして、担当者はみな真剣にそ

の任に当たってくれた。特に実用中国語では、語学力アップとは異なる意識が必要のため、

担当者はさぞやご苦労だったろう。だがたとえ少数とはいえ、多くの学生が落伍するなか

で、このクラスのおかげで中国への興味を持ち、語学力を伸ばす学生がいたことは救いで

ある。

　ここで述べた 3つの授業は、2009年度は 3回生のみ対象だが、2010年度は 3、4回生の

2学年分が対象となる。これだけ意識の高い講師陣に恵まれているのだ。先輩から後輩へ

の口コミによって、履修生の増加が望めるのではないかと期待している。

　「学如逆水行舟、不進則退」（学ぶことは逆流で船をこぐようなもの、進まなければ流さ

れてしまう）の言葉どおり、語学力を維持するのはたやすいことではない。初級・中級で

身につけた中国語の基礎力を無にしないよう、中国への興味と親近感を与えるきっかけの

授業としてこの 3科目の授業を維持していきたいと考えている。
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１．はじめに

　平成 ��年度から �年制薬学教育がスタートし、全国の薬系大学で「薬学教育モデル・

コアカリキュラム」を基にした新カリキュラムによる新しい教育が始まった。近年、教え

られた知識をそのまま記憶する受動型学習の学生が増える一方、薬剤師の職能には物事を

自主的に考え判断出来ることが求められ、能動型学習の重要性は高い。このため、新しい

カリキュラムではこれまでの講義中心の方略に対し、問題解決型学習として演習・���	


���	�����	�����������などの学習方法が積極的に取り入れられている。

　講義型ではないグループ討論型学習によって、複数の学生が同じ目標に向かって討論し

知識の授受及び共有を行い、一人で行う学習よりも多くのことを学ぶことが出来る。また、

コミュニケーション能力の低下が最近問題となっているが、この学習方法はその改善に少

しでも役立つものと考えられる。

　本学分子薬学部門では平成 ��年度より �・�回生を対象に有機化学の理解を目指した

プログラムを開始した。このプログラムでは ���	
����������� 	�������!�の達成を掲げ、

分子薬学部門教員による問題解決型の演習実習を実施している。今回、演習実施前後にお

ける知識及び意識の変化を検証すべくアンケート・小テストを実施したので、その分析結

果について報告する。

２．演習実施方法

　対象は �回生全員とし、�学年を �グループ（α、β、γ）に分け、各グループ約 �"名で「演

習実習ⅡＡ」および「演習実習ⅡＢ」の授業時間を利用し演習を行う。項目については以

下の通り行い、演習問題については分子薬学部門教員が独自に作成したものを用い、�グ

ループの問題はそれぞれ異なったものを使用した。教員数は �グループ（�"名）に対し #、

$神戸学院大学薬学部　　$$金沢大学医薬保健研究域薬学系

受動型学習から能動型学習への切り替えを目指す

チューター型演習の導入とその展開

浅田　麻琴 $，宮﨑　杏奈 $，日吉　陽子 $，神谷　浩平 $

日置　和人 $，北條　恵子 $，岡田　芳男 $，川崎　紘一 $

北川徳治郎 $，佐々木秀明 $，谷　　昇平 $，津田　裕子 $

国嶋　崇隆 $$，横井　利夫 $

（�""�年 ��月 �#日受理）　
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�名配置し、���時には積極的にスタッフが学生に声をかけ理解の向上を目指した。なお、

演習期間については、各グループ �日間、�日につき ��#時間程度実施した。

　前期 �項目（器具の取扱・溶媒、混成軌道、ルイス構造・命名法）

　後期 �項目（形式電荷・共鳴構造式、置換基効果・共役酸／共役塩基）

　　　　前期（下記項目を 3グループ実施）

　 　 項　目 内　　　　　容

�%
火

実習 単位操作
水

木 演習 � 器具の取扱い、溶媒

�%
火

実習 混合物の分離
水

木 演習 � 結合の分極、混成軌道

�%
火

実習 蒸留（常圧蒸留、減圧蒸留）
水

木 演習 � ルイス構造式、命名法

　　　　後期（下記項目を 3グループ実施）

　 　 項　目 内　　　　　容

�%
火

実習 分子模型Ⅰ
水

木 演習 #�� 電荷の偏りと反応性（形式電荷、共鳴構造式）

�%
火

実習 分子模型Ⅱ
水

木 演習 #�� 置換基効果、共役酸・共役塩基

�%
火

実習 アセチルコリンの合成及びプレゼンテーション
水

図１．2008 年度実習演習スケジュール（分子薬学部門）

具体的な流れ

　・演習前小テスト

　授業で習っている範囲で現在どの程度理解しているかを自分自身で把握させる

為、演習内容に則した問題を ���問（記述式の問題も含む）解答させた。この小テ

ストについては事前に告知することなく抜き打ちで行った。なお、この問題の解説

は行わない。

　・演習

　　　　�回の演習時間を �～ #時間とし、問題数は �#表裏 �枚程度とした。

��
��

������� ��
��������

>? ������� EFGH�I!#��
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　まずは例題（基本的な問題）を解答させ、授業の復習を兼ねた解説を行った。こ

こでは成績不振者が今更教員に聞き難い基礎的な部分から解説することで学力の底

上げが期待でき、更に応用問題を解答させる前に知識レベルをある程度統一する

ことが可能である。応用問題についてはやや難易度を上げ、少人数（�名程度）で

ディスカッションさせた。これにより、成績優秀者は自分の理解だけでなく相手に

理解させる能力を発揮させることが可能である。話し合いがうまく出来ないグルー

プに対してはスタッフが手助けをしてコミュニケーションの向上を図った。十分な

解答時間を与えたのち、無作為に学生を指名し口頭若しくは筆記で解答させ、その

後 ��'��	����(で教員による詳細な解説を行った。この演習方法により、暗記する

学習ではなく理論的に答えを導くことが出来ると考えられる。また、次の単元に繋

がるような部分まで解説することで各々の演習の重要性を認識させる。

　・演習後小テスト

　演習前小テストと全く同じ問題を演習後にも解答させた。これにより、演習前と

比べ自分自身でどの程度理解が深まったかを実感させる。

　・期末演習テスト

　期末に演習で行った全項目を範囲とした「演習テスト」を学年単位で実施した。

問題数は �"問程度、試験時間は �時間とした。本試験は �割以上正答した者を合

格者として、不合格者には追試を行った。追試の内容は本試験と同等の問題とし、

�割以上正答した者を合格とした。この追試においても不合格となった者（#��名

程度）については別途指導用の問題を作成し、個別指導を行った。

　　　問題及び解説の一例
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３．演習テスト（小テスト及び期末テスト）の結果

　・小テストの結果

　　　演習前、演習後に実施した小テストにおける点数の推移をグラフに示した。

　全ての項目において理解の向上が見られた。ただし共鳴構造式については、演習実施後

電子の動かし方は理解が深まったようだが、未だ電荷や巻き矢印の記載漏れが見られ、完

全解答に至る学生は少数であった。しかし、事前に小テストを行うことで学生は自分がど

の分野を理解していないのか自覚することが可能となり、同じ問題を演習前と演習後に解

答することで自分自身の理解が向上したことを肌で感じることが出来、演習をより積極的

に行えるようになったのではないかと考えられる。学生本人も教員側も演習実施前後にお

ける知識の変化を実感できる結果が得られた。

　　　演習用教材（基本操作）一例
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図２．演習実施前後における小テストの結果

�0���ö÷ø÷�

ùúûü öýúýü ûöúþü ûùú�ü���
�÷

�÷

û÷

��$�õ�û÷ø÷�

��ú�ü ööúöü þú�ü

��	

��� �÷

�÷

û�ú�ü öþúûü ö
úöü

ûúýü
�ü û�ü ��ü ��ü ù�ü ���ü

��	
û÷

ö÷

»����þ÷ø÷�

�ú�ü ��ú�ü ûþúþü ûþúýü �ùúýü ýúþü���
�÷

�÷


úþü �
úþü 
þú�ü

�ü û�ü ��ü ��ü ù�ü ���ü

��	 û÷

�§£��§�$�ö÷ø÷�

��úùü ö�úûü

�úöü �ú�ü

���
�÷

�÷


ú�ü ��ú�ü öûúùü ��ú�ü

�ü û�ü ��ü ��ü ù�ü ���ü

��	
û÷

ö÷

�÷

þ÷

�þú�ü ù�ú�ü

�ü û�ü ��ü ��ü ù�ü ���ü

��	
û÷

ö÷

�����û÷ø÷�

ùû 
ü �û öü

�úýü

��� �÷

�þú�ü

ùûú
ü

ö�ú�ü

�ûúöü

û�ú�ü

�ü û�ü ��ü ��ü ù�ü ���ü

��	

��� �÷

�÷

û÷



��－　　－

教育開発センタージャーナル　創刊号

　当初、演習テストを実施することを嫌がった学生も見られたが、「演習テストを

行うのは演習の理解を図るのに役立つか」とのアンケートでの問いに �"％弱の学

生が「役立つと思う」と答え、演習テストを実施することで学生は自主復習を積極

的に行う傾向にあるため、学生自身も演習テストの重要性、必要性を感じているこ

とが分かった。

　また、追試不合格者の個別指導については、演習中にスタッフに積極的に声をか

けられない学生や今更初歩的な質問を聞けないと考える学生が見受けられたが、こ

のような学生にとっては、遠慮せずに聞くことができ、底上げに役立ったのではな

いかと考えられる。ただ、この個別指導はスタッフの大きな労力を必要とし、また

限られた学生にのみ手厚く指導することとなる為若干の疑問が残る。

４．アンケートの実施

　学生の理解向上、演習に対する意識について検証すべくアンケートを実施した。記名に

ついては自由としたが、提出は強制とした。

　・期末演習テストの結果
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受動型学習から能動型学習への切り替えを目指すチューター型演習の導入とその展開

５．アンケートの結果

　・演習の効果

　有機化学演習を行うことにより本分野への興味が深まり、演習を行うことを有意

義であると感じる学生が多数であることがわかった。また、限られた授業時間内で

はなかなか詳細に説明できない部分を演習で補うことにより、演習が授業の内容を

理解する上で役に立ったと感じる学生も多数であった。一方で「教員数は十分に足

りていたか」との問いに �割超の学生が「少ない」と答え、質問する意欲がありな

がら質問をするタイミングがなかなか得られなかった学生がいたこともわかり、少

人数演習における今後の課題となった。

図３．演習における理解度の自己評価
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図４．演習に対する評価
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６．考察

　今回の演習内容は ���学習として十分と言える内容ではなかった。しかし、�回生実

習で実施している ���に重点をおいたプレゼンテーションを円滑に行うためにも今回の

基礎知識向上、コミュニケーション能力向上を目指した演習方法は有意義であったと考え

られる。「有機化学は暗記の科目だと思っていたが、そうでないことがわかった」「授業で

わからなかった細かいことがわかった」など、学生自身も理解の向上を認識できたようで

ある。演習中、「自分自身が理解出来ていても、相手に理解させることは難しい」と伝え

ると、近くに座る友人と積極的に教え合う姿を確認することも出来た。将来、薬剤師とし

て患者にいかに分かり易く伝えるか、いかに患者の立場に立って物事を考えることができ

るかは非常に重要な能力であり、今回このような演習方法は学生のそのような意識を向上

させる上でも非常に重要であったと考える。

　今回の演習では残念ながら、質問をしたくてもスタッフが捕まらなかったという意見が

得られ、アンケートでも �割強の学生が「少ない」と回答していることから、スタッフの

割合を少しでも上げることができれば更に有意義なものとなるだろう。また、授業との関

連性も現段階では時期にずれが生じており、いかに授業と並行して行えるかが今後の課題

である。

　���学習は学習意欲を更に高める効果をもたらし、低学年で習得しておく必要がある。

教員の解答を待つのではなく ���で討論し合い、解答を導き、発表する今回の演習方法は、

思考する能力に加えコミュニケーション能力、プレゼンテーション能力を向上させる上で

も非常に重要であり、今後更に �回生実習でもプレゼンテーションの機会を増やしていく

必要があると考えられる。学力の低下が否定できない現状において、いかに低学力の学生

の理解を向上させるかは大きな課題であり、このような演習の重要性は今後更に高まると

考えられる。
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1．はじめに

　大学全入時代を迎え、大学に入学してくる学生の質の変化が問題となってきている。米

国でも 1990年代に「リテンション率」（学業継続率）の維持向上に対する初年次教育の重

要性が指摘され、学力 ･意欲・ニーズの多様性への対応が図られた。わが国でも「学士課

程教育」の入り口としての重要性が注目され、2008年度文部科学省「大学における教育

内容等の改革状況について」では、初年次教育を導入している大学は調査対象 710校のう

ち 71%となっている。

　初年次教育は「新入生の高校から大学への円滑な移行、大学生活への適応と成功を促進

するためにつくられた教育プログラムの総称」とされている。2008年に大学教育学会が

行ったワークショップでは、効果的な初年次教育の取り組みとして 8つのカテゴリーがあ

げられている。一般的によく行われているものは、スタディスキル、スチューデントスキ

ル、専門教育への導入、キャリアデザインなどである。

　薬学部教育が 6年制となったこと、薬科系大学が新設されて入学してくる学生の多様性

が予想されていること、薬学部 2年次生以上がポートアイランドに移転して 1年次生のみ

が有瀬キャンパスに残されたことなどから、薬学部の初年次教育を 2006年度より再構築

し、実践してきたので、そのなかの演習実習Ⅰについて報告したい。

2．薬学部の初年次教育のめざすところとカリキュラムの構成

　薬学部に入学してきた学生に対して行うべき初年次教育は、初年次教育の本来の目的で

ある新入生の大学生活への円滑な移行であることは変わりない。大学で学ぶために必要な

学習スキル（資料の探し方、図書館の使い方、レポートの書き方、発表のしかたなど）、

大学生として必要なスキル（大学での履修のしかた、授業の受け方、試験の受け方など）

パソコンスキル、文章表現法などが挙げられる。しかしそれだけでなく、6年制の薬学教

育では「医療人教育」を行うことが求められる。「医療人としての心構え」を初年次から徐々

に身につけていくための教育も行わなければならない。図 1に初年次教育の目指すところ

をまとめた。

神戸学院大学薬学部

薬学部初年次教育の一環としての演習実習Ⅰ

内海　美保，前田　光子，山岡由美子

（2010年 1月 16日受理）　
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薬学部初年次教育の一環としての演習実習Ⅰ

　そのために、薬学部 1年次生には、薬学部専門科目として「早期体験学習」（2単位）、「演

習実習Ⅰ A」（2単位）、「演習実習Ⅰ B」（2単位）、「薬学への招待」（2単位）が、共通教

育科目として「文章表現Ⅰ」（2単位）、｢文章表現Ⅱ｣（2単位）、「基礎情報処理実習Ⅰ」（1

単位）、｢基礎情報処理実習Ⅱ｣（1単位）が開講されている。このうち、「早期体験学習」

では、オリエンテーション週で大学生として必要なスキル（スチューデントスキル）につ

いて学ぶとともに、薬学生として学習に対するモチベーションを高めるために卒業生の活

躍する現場などを体験する科目である。「薬学への招待」は講義科目であるが、薬の専門

家として必要な基本姿勢を身につけるために、医療 ･社会における薬学の役割 ･薬剤師の

使命を知ることを目標としている。これら 2つの科目は、学びへの意欲を育み、”将来の

自分”について考えるための科目である。文章表現と基礎情報処理実習は共通教育科目で

はあるが、薬学部教員と担当者がともに教育内容を検討し、薬剤師教育あるいは薬学教育

に必要な内容・教材を導入している。文章表現の教育目標は、患者接遇と他の医療スタッ

フとの相互理解を適切に行うことのできるコミュニケーションの基礎となる日本語力の育

成であり、ロールプレイや疑義照会など現場に対応した教材も取り入れている。基礎情報

処理実習の目標は、ネットワーク利用におけるモラルとマナーを修得し、コミュニケーショ

ン能力 ･表現力を向上させることであり、個人情報の尊重や化学構造式の作成など薬学固

有の内容も盛り込んでいる。これらの科目と連携をとりながら行っているのが演習実習で

ある。科目間の連携について図 2に示す。

図 1

初年次教育の目指すところ初年次教育の目指すところ

薬学を学ぶことへの
高いモチベーション

学習意欲
の向上

講義への
積極的参加

大学で学ぶための
基本的な学力

医療人としての心構え

の向上 積極的参加

基本的な学力

卒業後の
積極的活動

自主学習へ
の取り組み

大学で学ぶための
学習技術

積極的活動 の取り組み

学習技術 必要な要素を
揃えるために・・・

初年次教育の目指すところ
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3．演習実習Ⅰの教育内容

　演習実習の一般目標は「薬学部における 6年間の学習を実りあるものとするために、薬

学部で学ぶ心構えと基本的な技術を身につける」ことであ。そのために、「小グループ討

論やディベートなどの演習」を通じて、医療人として考えて欲しいこと、大学で守らねば

ならないルール、自ら学ぶ姿勢、周りの人々への思いやりなどを学び、「基本的な実験や

体験」を通じて、実験技術の修得、科学的に考える力の養成、的確なレポートの方法、プ

レゼンテーションなどを学ぶという 2つの大きな柱を立てている。1年次生を 3クラスに

分け、火曜日、水曜日、木曜日のいずれかの曜日の 4,5限目に実施している。1つのクラ

スはさらに 12の小グループに分けられ、テーマによっては 6グループが同一テーマを扱

うようにローテーションを組んでいる。2008年度までは基本的に 6グループあたり 1教

員が担当した。2008年度の演習項目と内容を表 1にまとめる。到達目標は表 2にまとめる。

また、それぞれの項目で身につくことを期待しているスキルなどを図 3にまとめる。

図 2

１年次科目は相互に関係している１年次科目は相互に関係している

早期体験学習 文章表現お礼状
敬語

コミュニケーションの

資料作成
言葉使い

コミュニケ ションの
大切さ
学ぶことへの
モチベーション

ロールプレイ
論文の文章表現

グループ活動
ポ

演習実習Ⅰ 基礎情報

モチ ション 論文の文章表現発表、レポート

演習実習 基礎情報
処理実習

レポート作成
引用文献の書き方
画像の利用法個体と細胞 有機化学生と死

１年次担当者の間で

個体 細胞 有機化学死

１年次担当者の間で
教えることの統一ができていることが重要

1 年次科目は相互に関係している
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表１．演習実習Ⅰの項目と内容

前後期 週 タイトル 演習内容

前　期

第 1週 図書館と情報収集
図書館ツアー・レポートを書くときの情報収集

のしかた実際に 800字程度のレポートを作成

第 2週 植物細胞の観察
顕微鏡の使い方・ニンニクの根端分裂組織の体

細胞分裂を観察

第 3週 風邪薬の調査

市販の風邪薬を用いて、局方や添付文書を使っ

て一般名、化学式、保存法、薬効、副作用など

を調査

第 4週 風邪薬の選択

自分達の調べた風邪薬の中から症例に合った風

邪薬を選択するグループ討論・来局者対応のロー

ルプレイ

第 5週 動物細胞の観察
顕微鏡で鶏肉の軟骨組織、硬骨組織、及び筋組

織を観察

第 6週 薬局での DIの調査
薬局における患者さんからの質問の症例につい

て調査

第 7週 薬局の DI症例への対応
前週に調べた症例について患者対応を小グルー

プ討論・来局者対応のロールプレイ

第 8週 薬草園見学
薬草園にある生薬及びその原植物について調査・

薬草園で植物の観察

第 9週 不自由体験
キャンパス内を車椅子で移動する体験・問題点

や改良点についてグループ討論

後　期

第 1週 脳死と臓器移植調査 脳死や臓器移植について各自で調査

第 2週 臓器移植に対する賛否
母親の臓器移植に賛成か反対かグループ討論・

賛成反対にわかれてディベート

第 3週 DNAの抽出
タマネギおよび鶏レバーから DNAを抽出 ･観
察

第 4週 薬剤師の禁煙活動

兵庫県薬剤師会より講師を招き、薬剤師の禁煙

活動について講演・その後グループ討論・禁煙

指導のロールプレイ

第 5週 分子モデルの扱い
CPK型分子モデルで有機化合物を作成するため
の基本的な扱い方の練習

第 6週 医薬品の分子モデル作成

CPK型分子モデルを使ってグループで医薬品分
子を作成・作成したモデルについてグループで

発表

第 7週 誕生に関る問題の調査
誕生に関る倫理的問題をグループごとに調査 ･

発表用資料を作成

第 8週 出生前診断に対する賛否

前回調査のグループ発表・遺伝的問題をもつ子

供が生まれる可能性がある場合の出生前診断の

可否のグループ討論

第 9週 薬害についての調査
代表的な薬害についてその社会的背景等を調査

してグループごとに発表

第 10週 薬害被害者の講演
薬害被害者の方の講演・私たちに何ができるか

についてグループ討論



77－　　－

教育開発センタージャーナル　創刊号

表 2. 演習実習の到達目標

演習実習Ⅰ A到達目標

A1 図書館を利用できる

A2 レポートの書き方の留意点を説明できる

A3 資料としてインターネットを利用するときの留意点を説明できる

A4 顕微鏡で植物細胞を観察できる

A5 核分裂・細胞質分裂について説明できる

A6 薬とは何かを概説できる

A7 身近な医薬品について薬局方などを用いて調べることができる

A8 顕微鏡で動物細胞を観察できる

A9 軟骨組織・硬骨組織・筋組織・神経細胞・小腸上皮組織の構造の特徴と働きについて

簡単に説明できる

A10 医療と薬剤師のかかわりについて考えを述べる

A11 代表的な薬用植物のひとつについて形態を観察する

A12 代表的な薬用植物のひとつについて学名 ･薬用部位・薬効・含有される薬効成分につ

いて説明できる

A13 不自由体験を通して患者の気持ちについて討議する

A14 保健 ･福祉の重要性について考えを述べる

A15 患者の気持ちに配慮する

演習実習Ⅰ B到達目標

B1 死にかかわる倫理的問題の概略と問題点を説明できる

B2 人の誕生、成長、加齢、死の意味を考察し、討議する

B3 遺伝と DNAについて概説できる

B4 軌道の混成と分子の構造について、モデルを用いて説明できる

B5 身近な医薬品の分子モデルを作ることにより、医薬品の分子式と分子構造の関係を理

解し、薬学における有機化学の必要性について概説できる

B6 誕生にかかわる倫理的問題の概略と問題点を説明できる

B7 人の誕生、成長、加齢、死の意味を考察し、討議する

B8 薬害について具体例を上げ、その背景を概説できる
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4．演習実習Ⅰの活動例

　演習実習ではグループ活動を中心としたプログラムが比較的多い。その実施方法につい

て例を挙げて説明する。

　「風邪薬について調べよう」（前期第 3週 ･第 4週）

1．1週目に、ひとりずつ異なる市販の風邪薬の説明書（添付文書）を受け取り、それ

ぞれの風邪薬に含まれている成分について調査する。調査項目は、一般名、英名、

IUPAC名、組成式、構造式、性状、貯法、適応、重大な副作用などである。また、説

明書にある注意事項がどの成分が含まれているために記載されているかも考える。

2．2週目には、それぞれの調べた市販の風邪薬についてグループ内で発表する。

3．その後、各グループに割り当てられた症例に対して最も適切な風邪薬はどれかについ

て討論する。症例はたとえば「症例　男子大学生　Fさん（19歳）　Fさんは虫歯のた

め現在歯科医院へ通院中です。昨日より風邪っぽく頭痛がする上に、歯の痛みが強い

とのことで、これらの症状を緩和するために薬を求めて薬局に来ました。」というよう

なもので、全部で 6例ある。グループの意見をまとめて代表者が発表する。

4．この患者さんへの対応を代表者が薬剤師になったつもりでロールプレイを行う。患者

役は教員である。

図 3　演習項目と身につくことを期待するスキル
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風邪薬 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

動物細胞 ○ ○ ○
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救命救急 ○ ○ ○ ○ ○ ○
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　調査はパソコン室で行い、厚生労働省の第 15改正薬局方や医薬品医療機器総合機構の

医薬品情報を中心に利用する。学生は調査票を用いて必要な情報を記入していく。

　小グループ討論では一般は各グループにチューターをつけるが、ここでは教員が複数の

グループを巡回し、議論がうまく行かない場合には介入をする形式をとっている。無理に

形式にこだわらなくても、グループ討論は活発に進み、グループの結論を出すことができ

る。発表原稿はA4の用紙にサインペンなどでまとめ、実物投影機を使用してプレゼンテー

ションを行う。この形式であればパソコン室を使う必要がなく短時間で発表原稿をまとめ

ることができ、また、一般の教室でも発表会は可能である。

　小グループ討論と発表に関しては、自己評価表を用いて評価を行う。

　ロールプレイは、4年次になれば OSCEが行われることも伝えつつ、1年次ではできる

範囲でよいとして、コミュニケーション力や正しい情報の伝達が重要であることの理解を

求めている。

　実習後の学生のアンケートでは「医薬品の情報を理解できるようにするにためにはまず

薬についてしっかり理解しないといけないと思う。そのためには日頃の授業をちゃんと聞

き基礎を固める必要がある。また、薬について理解するためには本などを読んで理解する

方法もあるが、薬に触れながら専門知識を勉強できるといいと思う。この演習で再認識さ

せられたようにコミュニケーション能力も大事だと思う。患者さんと話をし、他の症状も

理解していないと最適な薬は渡せないと思うのでこれも学ばないといけないと思いまし

た。」というように、薬剤師になることや薬学を学ぶことへのモチベーションが上がって

いることが認められた。

5．演習実習Ⅰの効果

　毎回の演習実習の直後に .Campusを使って授業評価アンケートを実施している。その中

で、「到達目標の達成度を自己評価してください」という問に対する 2008年度の学生の回

答を図 4及び 5にまとめる。達成目標によって多少のばらつきはあるものの、70%以上

の達成度を回答した学生が 8割を超える目標がほとんどである。達成度の低い目標は「薬

とは何かを概説できる」「軟骨組織・硬骨組織・筋組織・神経細胞・小腸上皮組織の構造

の特徴と働きについて簡単に説明できる」「代表的な薬用植物のひとつについて学名 ･薬

用部位・薬効・含有される薬効成分について説明できる」などであり、知識を要求するも

のについては「難しかった」という印象を与えていると思われる。

　演習実習Ⅰは初年次教育の一部として行っているため、到達目標以外にも学習のスキル

を身につけることや医療人としての心構えを身につけることを目標としている。入学当初

のレポート作成では、引用文献をきちんと記載できない学生が多いが、年間を通して何度

かレポートを書いているうちに、信頼できる文献を見分けて、引用文献として記載するこ

とができるようになる。また、最初はレポートの書式を整えることができないが、Word

を使用して写真や化学式をまじえたレポート作成ができるようになる。グループ活動を通

じて、互いの意見を尊重したり、グループとしての意見をまとめ、決められた時間内に発
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表したりできるようになる。このような能力は、1年間を通して活動をしていること、共

通教育と連携をとって協力しながら実施していることなどの影響が大きいと思われる。上

級学年の先生方にも「プレゼンテーションやグループ活動ができる」と評価を頂いている。

学習スキルの評価については、改めて議論したいと考えている。

　医療人教育としての観点から見れば、前期には薬剤師の役割に関する項目を、後期には

図 5　演習実習ⅠＢの到達目標の達成度
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図 4　演習実習ⅠＡの到達目標の達成度
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「生」や「死」などに関する項目を取り入れているが、薬剤師になることの自覚や命の大

切さや医療人としての心構えが身についたという記述を、実習後の自由記述の感想文には

ほとんどの学生が記載しており、その成果は上がっていると考えられる。

6．演習実習Ⅰの今後の課題

　現在の形式の演習実習Ⅰを行うようになって 4年を経た。当初課題であった初年次教育

と医療人教育の両者を兼ね備えた演習実習という目標は概ね達成されていると考える。標

準的な学習スキルの訓練や高校生から大学生への転換に必要な内容はすべて盛り込まれて

いる。また、医療人 GPなどで行われている初年次向け医療人教育にほぼ匹敵するだけの

内容も含んでいる。その中で最大の課題は、それらの目標に本当に学生が到達しているか

という評価をどのようにするかという点である。

　今年度からはアンケート形式の学習評価からポートフォリオによる自己省察の方式に切

り替えて、学生の達成レベルを評価することを試みとして行っている。今後はその分析の

中からよりよい 1年次生向け演習実習のプログラムを構築していければと考えている。

参考文献

（1）山田礼子・杉谷祐美子（2008）　『初年次教育の「今」を考える　－ 2001年調査と 2007年調査の比較を

手がかりに－』，大学教育学会誌，第 30巻，第 2号，P83-87

（2）小林静子・江原吉博（2009）　『薬学生のためのヒューマニティ ･コミュニケーション学習，南江堂

（3）文部科学省（2009年 3月 31日発表）　『大学における教育内容等の改革状況について』，

　　「http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/21/03/1259150.htm」



83－　　－

　教育開発センターには、本学における学士課程教育の構築・推進を目的とする学士課程

教育部会と、教育の質の向上を目的とする FD部会がある。それぞれの部会における 2009

年度の活動を以下に要約する。

＜学士課程教育部会＞

　学士課程教育部会の 2009年度の活動は、① DP、CP、APの策定、②入学前教育、初年

次教育の推進、③ GPA制度の検討、の 3項目に特に重点を置いた。

　①　DP、CP、APの策定

　各学部において議論を重ねていただいた結果、全学部が DPの策定を終えた。全学共

通の DPも策定した。いくつかの学部では CP、APの策定も終わっており、最終的には

全学部で今年度中に策定を完了する予定となっている。なお、3つのポリシーは来年度

以降も継続して改訂を重ねていく予定である。

　②　入学前教育、初年次教育の推進

　部会にて継続的に検討を行っている。2010年度は今までどおり各学部で実施する。

全学共通での実施について今後さらに検討を続ける。

　③　GPA制度の検討

　本学薬学部や他大学での導入・実施状況について情報収集を行った。2010年度も情

報収集と調査を継続し、実施に向けてできることから取り組んでいく予定である。

＜ FD部会＞

　2009年度の FD部会の活動は、基本的には従来の FD・SD委員会の活動を継続する形

で行った。

　2009年の活動の一覧は、教育開発センターが主となって取り組んだ活動と、各学部 ･機

構において取り組んでいただいた活動に分けて、次ページ以降に掲載している。この一覧

には記入していないが、前期・後期を通じて授業公開を実施した。残念ながら、2009年

度は授業公開による参観の成果報告はない（法科大学院を除く）が、来年度には期待したい。

　なお、2つの部会とは別に、教育開発センターとして本学の教育改革の活動などを学内

外に周知する広報活動をおこなった。3つの方策（①Webの立ち上げ、②ニューズレター

の発行、③教育開発センタージャーナルの発行）を実施することができた。2010年度は、

それぞれの内容の充実を図りたい。

　以上が教育開発センターの 2009年度の活動概要である。2010年度は、さらなる発展を

目指して取り組みたい。

教育開発センターの活動報告
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、
教
員

11
名
、

職
員
ほ
か

15
名

出
張

「
全
国
私
立
大
学

FD
連
携
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

20
09
年

5
月

16
日
（
土
）

明
治
大
学
駿
河
台
キ
ャ
ン
パ
ス

（
法
）
加
藤
雅
之
、
和
仁
か
や

テ
ー
マ
：「
日
本
に
お
け
る
教
育
改
革
の
方
向
性
」

6
月

FD
講
演
会

<
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

>
20

09
年

6
月

16
日
（
火
）

教
員

7
名
、
学
生

42
名

「
健
康
産
業
ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
現
状
　
－
健
康
運
動
実
践

指
導
者
、
健
康
運
動
指
導
士
の
し
ご
と
－
」

講
師
：
太
田
悠
貴
（

SP
O

RT
S 

IN
TE

LL
IG

EN
C

E)

学
生
と
の
懇
談
会

<
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

>
20

09
年

6
月

26
日
（
金
）

学
生

10
名
、
教
員

3
名

学
生
と
の
懇
談
会

<
薬
学
部

>
20

09
年

6
月

26
日
（
金
）

学
生

9
名
、
教
員

1
名

7
月

出
張

「
薬
剤
師
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

in
近
畿
」

20
09
年

7
月

4
日

　
　
　
～

5
日
（
土
～
日
）

和
歌
山
県
薬
剤
師
会
館

（
薬
）
内
海
　
美
保

厚
生
労
働
省
に
よ
る
認
定
実
務
実
習
指
導
薬
剤
師
養
成
の

た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

FD
講
演
会

<
人
文
学
部

>
20

09
年

7
月

15
日
（
水
）

教
員

19
名

「
喫
煙
、
飲
酒
、
薬
物
の
問
題
－
乱
用
、
依
存
、
中
毒
－
」

講
師
：
湖
海
正
尋
（
兵
庫
医
療
大
学
）

FD
講
演
会

<
栄
養
学
部

>
20

09
年

7
月

15
日
（
水
）

教
員
ほ
か

21
名

「
栄
養
学
部
受
験
生
の
増
加
を
図
る
研
究
会
」

講
師
：
日
高
　
茜
、
南
　
直
樹
（
進
研
ア
ド
）

出
張

「
薬
剤
師
の
た
め
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

in
近
畿
」

20
09
年

7
月

19
日

　
　
　
～

20
日
（
日
～
月
）

神
戸
学
院
大
学

（
薬
）
中
本
　
加
寿
夫

6
年
制
実
務
実
習
の
た
め
の
検
討
、

SB
O

sの
作
成
方
法
な

ど
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
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行
　
　
　
　
事

実
施
日
･
場
所

参
加
者

内
　
　
　
　
容

7
月

FD
講
演
会

<
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

>
20

09
年

7
月

21
日
（
火
）

教
員

8
名
、
学
生
約

13
0
名

「
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
知
識
と
技
能
の
現
場
へ
の
活
用
」

講
師
：
北
山
　
晴
菜
（
神
戸
徳
州
会
病
院
）

　
　
　
公
文
　
杏
（
育
和
会
記
念
病
院

)

学
生
と
の
懇
談
会

<
人
文
学
部

>
20

09
年

7
月

28
日
（
火
）

学
生

6
名
、
教
員

1
名

8
月

出
張

「
日
本
臨
床
検
査
学
教
育
学
会
学
術
大
会
」

20
09
年

8
月

19
日

　
　
　
～

21
日
（
水
～
金
）

東
京
医
科
歯
科
大
学

（
栄
）
山
西
　
浩
、
合
田
　
清
、

　
　

  藤
岡
由
夫
、
山
下
　
勉
、

　
　

  松
田
広
一
、
尼
子
克
己

臨
床
検
査
技
師
養
成
に
か
か
る
教
員
養
成
及
び
収
集

出
張

「
大
学
体
育
指
導
者
中
央
研
修
会
」

20
09
年

8
月

21
日

　
　
　
～

23
日
（
金
～
日
）

山
口
大
学
吉
田
キ
ャ
ン
パ
ス
ほ
か
（
学
際
）
西
脇
　
満

テ
ー
マ
：「
大
学
体
育
に
お
け
る

FD
活
動
の
進
め
方
」

9
月

FD
講
演
会

<
経
営
学
部

>
20

09
年

9
月

16
日
（
水
）

教
員

22
名
、
職
員
ほ
か

6
名

「
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
」

講
師
：
周
藤
由
美
子

（
ウ
ィ
メ
ン
ズ
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
京
都
）

10
月

学
生
と
の
懇
談
会

<
法
学
部

>
20

09
年

10
月

21
日
（
水
）
学
生

12
名
、
教
員

5
名

K
A

C
に
お
い
て

FD
意
見
交
換
会

<
法
学
部

>
20

09
年

10
月

27
日
（
火
）
教
員

26
名

FD
講
演
会

<
人
文
学
部

>
20

09
年

10
月

28
日
（
水
）
教
員

19
名

「
若
者
た
ち
が
社
会
に
出
て
行
く
た
め
の
高
校
・
大
学
教

育
の
果
た
す
役
割
」

講
師
：
易
　
寿
也
（
大
阪
府
立
松
原
高
等
学
校
校
長
）

11
月

学
生
と
の
懇
談
会

<
法
学
部

>
20

09
年

11
月

17
日
（
火
）
学
生

8
名
、
教
員

5
名

K
PC
に
お
い
て

出
張

「
兵
庫
教
育
大
学
　
教
育
・
社
会
調
査
研
究
セ

ン
タ
ー
　
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

20
09
年

11
月

22
日
（
日
）

神
戸
国
際
会
議
場

（
人
）
水
谷
　
勇

テ
ー
マ
：「
デ
ー
タ
ア
ー
カ
イ
ブ
と
学
術
研
究
・
政
策
推
進
・

事
業
利
用
の
た
め
の
国
際
協
力
」
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行
　
　
　
　
事

実
施
日
･
場
所

参
加
者

内
　
　
　
　
容

12
月

FD
講
演
会

<
総
合
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
学
部

>
20

09
年

12
月

26
日
（
土
）
教
員

15
名
、
学
外
大
学
教
員

5
名
「
藤
田
保
健
衛
生
大
学
で
の

O
SC

E 
 ～
そ
の
実
際
と
教
育

効
果
～
」

講
師
：
河
野
　
光
伸
（
藤
田
保
健
衛
生
大
学
）

1
月

出
張

「
物
理
系
薬
学
の
教
育
・
研
究
を
展
望
す
る
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

20
10
年

1
月

8
日
（
金
）

日
本
薬
学
会
館

（
薬
）
山
岡
由
美
子
、
市
川
秀
喜

　
　

  平
野
裕
之

物
理
系
科
目
担
当
者
の
教
育
・
研
究
の
改
善
の
た
め

FD
講
演
会

<
人
文
学
部

>
20

10
年

1
月

20
日
（
水
）

教
員

14
名
、
職
員

2
名

「
初
年
次
導
入
教
育
『
知
の
ナ
ヴ
ィ
ゲ
ー
タ
』
を
用
い
た

授
業
実
践
に
つ
い
て
」

講
師
：
中
澤
　
務
（
関
西
大
学
）

3
月
出
張

「
FD
の
た
め
の
情
報
技
術
講
習
会
」

20
10
年

3
月

9
日

　
　
　
～

11
日
（
火
～
木
）

大
阪
経
済
大
学

（
人
）
水
谷
　
勇

※
こ
の
活
動
報
告
は
、

20
10
年

2
月

10
日
時
点
で
報
告
書
・
出
張
伺
が
提
出
さ
れ
て
い
る
も
の
を
列
記
し
た
。
こ
れ
以
外
の
活
動
に
つ
い
て
は
後
日
発
行
す
る
ニ
ュ
ー
ズ
レ
タ
ー
で
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
。



88－　　－

教育開発センターの活動報告

1

Hiroaki Sato

���

2
����	


3

• �����������
2008�12��������� !"#$%&'()*+,-
./0�1234� �56�����789:�����;
�<=���1>?�.��@A�B�CD(E1�F-GHI
'�JKLMN�1OPQ���(� 34RSGTU���(
V1WXYV�����Z[\]^_G`abcdDP(eafgh
iG`abcdCP jklmbnoG`abcdAP�pqr�st�

4

i `ab dCP(jklmbno `ab dAP�pqr�st�
��u�Nv(w�������x+yz�{��|}~��
�T����D(PDCA����.8���wN~��Nv@A
�B

C�(E1��G1OPQK5�KL�������A@�
,��@A�E1����Z�S20��TU�r&u(���
�����N��~���@A�B

• eafghiZ�r� �¡¢�
£�$%¤E1����.¥�C&u9¦(E1L§W&¨�
©ªvu(�	�E1�eafghi~A=�«¬-.A�
u�&¨�=.®¯@A�°±²Bv=v9~P³N´9D(e
afghi'µ¶N·¸��u�&¨D(¹�º»'¼½&'
9ABv=u¾¿�eafghi� &'9¦(ÀÁ��ea

©

5

fghi��� N9�©(¡¢��ÂA'Ã�B

• eafghiÄ£Å
¨�ÆÇ~ÁÈ��NA²wN'(¹w�É~ÊÈv@A�NA
²wN&¨�BÆÇNÆÇ�x�«&¨�eafghi'(ÉN
ÉN�x�«&u¨�B

ËÌE1��Y�FD��Í

�� G1ÎÏÐ.ÑEÒ�Ó��wN.ÇÔv�
Õ P³G�PÖ�º×Zl�^GØÙ�r
Ú eafghi�º×Zlk�GØÙ�r
Û µ¶�Ü/Gº»Z_�^GØÙ�r Ý�µ¶Þ9ßµ�

66

ZËÌE1� G1àáâ#"ã� 2007r

G 	älåc�ÇÞ
1234�«¬æ�ßµ'lk�GØÙ��FD&¨�B	ßµ.£�¤��
��Ý�pqNv@°Y&'9¦(�}~eafghiZ�r� çÖ.1èFD
�K#Nv@OéêY(¹�.ÏÐÞ�TU��çÖ.ëÊv�AB



89－　　－

教育開発センタージャーナル　創刊号

G � ìc[\ícîcïð#
2006��'�ñO�TòæNeafghi�«¬æ�.óc_�ôõ(2007��
'�1234�«¬æöDPGCPGAP���N÷<-56ö�.óc_�� ì
c[\ícîcïð#Zø5õB6�(8�(10�(11�(1�TUB2008��'�
1234�«¬æöeafghiG_m]Nó\cùoúG`cûüýaþ� �.
óc_�(8�(11�(1�TUB2009��'�1234�«¬æöeafghi
Gjä��oûNñO���Tòæ�.óc_�(5�(7�(11�(1�TU��
��� �	


7

B��� �	
B

G � ìc[\ícîcN'�
2006����àv�(1G1Æ�� ��WNv@� �����(eaf
ghi�RS(� �¼G�PÖ�º×(� ÏÐ���9�.�²�� �
���}�&¨�B1Æ¤� ìc�MN�Ñ�÷É~�é��(ÀÈ��ÉZ
������r~¹�����¯@A�B� 1!�"#��ê$(%}#�&�
.>@(1!~�'B1(2�(2(.)*Nv@A�Bïð#��A@u(1G
1Æ������(ø1���N��DÂ�+.,¯@A�B

y-Z� ��r
ZÄK5!r

.� G1àáâK5/
� 1àáâ#"

x+� äoîc

8

.Ö01/
1Â£�1Æ
É01Æ

23� 
ìc[\ícîc

JôÉ
� ìc[\ícîc

J4ö5É

.� 1/

23� 
ìc[\ícîc

ôÉ
� ìc[\ícîc

5É

.y1/

23� 
ìc[\ícîc

ôÉ
� ìc[\ícîc

6É

.71/

23� 
ìc[\ícîc

ôÉ
� ìc[\ícîc

ôÉ

.81/

23� 
ìc[\ícîc

ôÉ
� ìc[\ícîc

5É

.91/

23� 
ìc[\ícîc

ôÉ
� ìc[\ícîc

:É

� �	

;��}<É

x+� äoî
;��}5É

x+� ìc[\ícîc
11É

=2007��>ôõ� ìc[\ícîcïðZ5�:�rô?d?@öô5d@@

G AB�w�=�1234� �����u�� ZC�1!r

G D7�	ïð�ÇÞNE��3F��A@� ZGH� G1àáâK5!r

G -I ��� ìc���RNH�ìc��¾J� ZÖ011Â£�1
ÆKL�P(É01ÆMN�P(91�1!r

1ÂOP

99

G 1ÂOP

=2007��><õ� ìc[\ícîcïðZQ�5�rô?d?@öô:d@@

G RSTW�U�-IëÊ �V��� ÇW=X0�eafghiG`
abc�5Y� ZZ�'
E1�Pr

G [c�bnm]�\]���blgØcbno� Z� �	
r

G 3F^_�\]�����A@� ZGH� G1àáâK5!r

1010

=2007��>?õ� ìc[\ícîcïðZô@�4�rô?d?@öô5d4@

G D7�ø1�[\]^_G`abcZ\]rZ�r��A@� ZGH� G1àá
âK5!r

G `a�\]bScdef��A@� ZJ123� ìc[\ícîcgr

G [c�bnm]�eafgh

1111

iGùhm�a�û�bSblg
Øcbno� Z� �	
r

G 3F^_�eafghiG
ùhm�a�û�bS��A@�
ZGH� G1àáâK5!r

=2007��>4õ� ìc[\ícîcïðZôô�Q�rô?d?@öô5d46

G `aZ\]bSrZJ123� ìc[\ícîcgr

G �O�eafghiGùhm�a�ûbS�§�iF�(ji���A@�Z� 
�	
r

G 3F^_�k]�lmv��A@�ZGH� G1àáâK5!r

1212



90－　　－

教育開発センターの活動報告

=2007��>6õ� ìc[\ícîcïðZ<@�ô�?ô�rô?d?@öô:d@@

G 1!noZC�1!r

G J1gÑp`aZ\](qqr(k]rZJ1g��Wr

G J1Ý�O3F�^�Z\]�Âsv9AP³ÆÇ��O(eafghiG
_m]�bS9�t���3FrZGH� G1àáâK5!r

1313 14

\]��Í

• ��� !"#��Í ��11

– u³��G1OPQ�L���	Þ9��
• �vE1

GP Zúh[gwcbnoG`abcr��Í ��22

15

Zúh[ `a r �Í
– �E1~� x¸�SÐ(Educational Outcomes)Nv@1
à�y���Ñ�Ò��	Þ9zò(Minimum 
Requirement)�.{|}$&~�v�u�B

�ô �~)�Óg� ����Z$%r2005�1�
�< Z��G��� 2006 ��vE1��Y�úh[gwcbnoG`abcNjk
lmbnoG`abc����	Þ9X0���A@� E1� 3(39-55.

Õ��.6���J���wN.���
�E1Z�vE1(�'
E1r��,-I.�X� (J1G1Æg�u
³����ÇW.�®TGyz���XG������GL���������G�
À������Üyv@0�æ��wN.���B

Úø1���^_
J1���~E1Nv@�2÷.¦u��99AU²�(1&�b³�

1616

�ø1��.^_Bø1��'fc[ck.����� &J���(1�
��.¡D�¢9A4��u�Nv�B

Û��bS[c�bnm]
� ìc[\ícîc~J1&b³v¤�AU²�(ïð#&'1��.
bS��[c�bnm].TUv(��£~¯����pv@1¤&ü\ck
¥m�.,¯�BT*�1&���J�b³�'¦ö�§���¨.�v�B

DP���£�©ª�
• ««Þ�(�Sv�wN.¬�&$�ÇW.~���wN
• ®Þ9�¯.,A°(,¸ÇW&~���wN
• � ÇW�±1�²¯@(V���,¸ÇW.~���wN
• ³¦�1à�ÀT�c´Zµ|�r¤���.ªTv@~��
�wN

17

�wN
• 1à.�¶�(�··&$��NA²� 
• )*Nv@(÷��0¸�÷��¸¹.�²
• |ºZ�»G�Òr(��Z¨¼'SÏr._�NUAB

��X Z��G��� 2006 ��vE1��Y�úh[gwcbnoG`abcNjk
lmbnoG`abc����	Þ9X0���A@� E1� 3(39-55.

• J1G1Æg�u³����ÇW.(
½{�6�����Üyv@0¸æ��B

–®TGyz
–�XG�� �®Þ��

�SÇW

¾£ÇW

18

–L�Gª¿
–��
–��G�À

ÀªÞ����SG¾£ÇW

ÁÂÃ¸Þ����SÇW

¾£ÇW



91－　　－

教育開発センタージャーナル　創刊号

��ÇW��²««Þ9¸¹Zôr

Ä®T��

�~��Å�¬��Å�Æ�Å««Þ��Æ�

D7��Å�±��ÅÇÈ��

I.¬É�Å±���ÅL§êY�

zÊ��Å�Ë��ÅÌÍ��Å����

19

zÊ��Å�Ë��ÅÌÍ��Å����

Î���Å"P��Å� æ��

÷Ïæ��Å�,��Åq,��

Ð,��ÅBÑ��ÅÒP��ÅÓ���

����

��ÇW��²««Þ9¸¹Z<r

Ä����
ÔÕ�ÅÖ��Å×Ø��ÅÙÚ��
8Û��ÅTU��Å,²ÅÜY��
Ýb��Å¸=�ÅçÞ��Åß��
ßà��ÅáÆ�Å�/��ÅË���

20

Ä����
,²Åâã�ÅäY�Åìlgåæcû��
çQ��Åèá��Å_�Ål+�
�À��ÅÖ��Åéê�¤DND��
¬2�@�Å�ë��Åsq��Å$0�
�ì��

�Sôí�í�ôí� � G1àáâ#"

ø1�[\]^_G`abcZ\]rZ�r

ø1�\]~(J1g�\]bS��Y��¾-�^_N9�wNuªTv�
�(î¨�fc[ck.ï3v���0¸Nv@_�B

2121

ðñò�9®T¤�Þ.1ó&A¦ôõ

Gö#��&÷É�É¤Nv@à$(ñ�F-¤Ð-�éqv@ñ�%÷
.Ð�v@A¦���ò�9�ø(®TN�ô.ù��Y�B

Zfc[ckr

F�8�(ñ�1Îª¿(úûôZL�Gª¿(��r(;üÞ®T(;üÞ�
Þ(À`ýþôZ®TGyz(��r

ð"Pv(�	.CN�(^���ôõ

Gñ�u�®T¤�Þ.x,v9~�WN"Pv(�	.CN�¨É(^�
.,²wN~&$�B

Zfc[ckr

3F lGzãô(q,��ô(1ÂÞ�Xô(Æ1Þ�XôZ�XG��r(
PyÞ�Àô(¶1ô(ac�cbm]ô(ìlgåæcbnoôZ��G�Àr

2222

ðè�v(T�v@A¦ôõ

G��v��	��A@(ÇÞ�S.ÇÔv(��G��Gö#��Y�è�.
+Õ(T�v@A¦wN~&$�B

Zfc[ckr

T�Þ,¸ô(··Ý��	(�'Ô(��ÔZ��r(èá-(ac�cbm
]ô(ìlgåæcbnoôZ��G�Àr

Ö01�\]

Z®TGyzr
ô
ö#Æ1C�'É0Æ1�ï3Þ9®T.Î�v@A�B

Z�XG��r

<
ö#Æ1C�'É0Æ1�H��1i����A@Þ89X���
�~&$�B

23

ZL�Gª¿r

?
ö#Æ1C�'É0Æ1�®.����Y�T�ôÝNÓ��wN~&
$�B

Z��r

4
à$�0æ¤ö#��AçNv@�ñ�.��(��.Ð��wN~&$
�B

Z��G�Àr
6
ö#&x�&$�Þ89ìlgåæcbno�ô.ù��Y@A�B

É01Æ�\]

Z®TGyzr
ô
�=9É¤-Nö#-.á0��A�ø.���Y@A�B
<
É0�1�1i�¼��Ö.yzv@A�B
Z�XG��r

?
ñJ�v�3F��A@�É¤0æG��0æG��0æG�¶0æ�A
°�=�1i���ï��Ö.,A@�X���wN~&$�B

24

° 1i�� ï��Ö., �X�� B
ZL�Gª¿r
4
É01�®.T��ôÝNÓ��wN~&$�B
6
ö#��Y�ñ��%÷.ñ���wN~&$�B
Z��r
5
É01�®.u¯@��ö#�åc��q0�wN~&$�B
:
à$�0æ¤à$�ö#.Ü�wN�çQ&$�B
Z��G�Àr

Q
�W����.�Y�ñ��X0.v��À¤0¸�À�U¯@Þ8�
 0�wN~&$�B



92－　　－

教育開発センターの活動報告

Â!1"E1��DP

GÖ1
G>#1
G>?1
G$ø1

25

G%1
GÉ01
G1Âa&1 y1;'
G1Âa&1 b³;'
G1Âa&1 ö#a&;'

26

Õeafghiùhm�a�ûZ(()r�bS.���
(�'(0¸æ��NE*�9��&(��NÜÂ-�¨�eafghi.+_
��wN&pqBw�b³�'(().�,B(()'(����1Æg���&J
������ÇW.(�,��� 1Æg&�A��@A�P³ÆÇ���
ÇW.�év�u�&¨D(,W~�^���ä�&ÜÂ-.8�&$�BJ
P³ÆÇ���ÇW~1���-¦�	v@A�.Â'/~�$(ø¦�
	v@A9A.Â'01N9�B

2727

Ú(()bSblgØcbno
1&T*��A��@A�ÆÇ.�¯@blgØcbno.TUZ�(�,rB

Û1&�(()bSáâ
1&�(()Vôb³�'(ø�}�LQ~����~(T*'(��
ÇW~Ð2�~���@A9Abh¥�~³¦(ùhm�~¡¢91u¨¯
�BU¯@�}�p��bh¥��}$��L��3�AÎ#.� �	

�45v�1~¦1¨¯�Zø�1�rB

• CPZeafghiG`abc r
– ¹�ñ«~0¸æ���u�&'9¦(DPNÜ
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After taking this chapter, you should be able to :
- Explain  the difference between communication 

and communications
- Discuss the strengths and weakness of various 

communication models

7¶8&÷ÏÞ9bh¥���Y�ÇW��À

29

- Explain why communication breaks down and 
why it succeeds

Baden Eunson 2006 Communicating in the 21st century, Johon 
Wiley & Sons Australia, Ltd. p.1

z9.M�:¦°�AB

�	�E1&U¦l�bh¥���Y�ÇW��À

30

z9.M�:¦°�AB
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